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苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
に
入
学
さ
れ
ま
し
た
新
入
生
の
皆
さ
ん
、入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
度
は
、3
年
生
に
編
入
す
る
ラ
オ
ス
、マ
レ
ー
シ
ア
、モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
留
学
生
3
名
を

含
む
本
科
入
学
生
2
0
2
名
と
、専
攻
科
生
26
名
の
合
計
2
2
8
名
の
学
生
が
入
学
致
し
ま
し
た
。
ご
家

族
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
、お
慶
び
は
一
塩
の
こ
と
か
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
本
校
教
職
員
な
ら
び

に
在
校
生
を
代
表
し
ま
し
て
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、本
校
は
我
が
国
の
産
業
の
発
展
と
科
学
技
術
の
進
歩
を

支
え
る
優
秀
な
技
術
者
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
39
年
4
月
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
は
東
海
道
新
幹
線
の
開
業
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
な
ど
我
が
国
に
と
っ
て
欧
米
諸
国
の
レ
ベ
ル
に
追
い
つ
く
こ
と
を
目
指

し
た
重
要
な
時
で
し
た
。
昭
和
の
時
代
は
、鉄
鋼
業
に
代
表
さ
れ
る
重
厚
長
大
型

産
業
の
発
展
か
ら
、さ
ら
に
は
我
が
国
が
牽
引
し
た
第
3
次
産
業
革
命
、す
な
わ
ち

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
の
発
展
を
成
し
遂
げ
た
時
代
で
し
た
。
そ
し
て
、平
成
の

時
代
で
成
熟
期
を
迎
え
ま
し
た
。
既
に
多
く
の
分
野
で
科
学
技
術
の
レ
ベ
ル
は
欧

米
諸
国
を
凌
駕
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、第
4
次
産
業
革
命
時
代
と
言
わ

れ
て
い
る
こ
れ
か
ら
が
我
が
国
に
と
っ
て
の
正
念
場
と
言
え
ま
す
。
新
し
い
年
号
で

あ
る
「
令
和
」
の
時
代
は
皆
さ
ん
が
主
役
に
な

り
ま
す
。
更
な
る
発
展
の
た
め
に
従
来
と
は
発

想
が
異
な
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
な
情
勢
を
鑑
み
、本
校
で
は
幅
広
さ
を
持
っ
た
技
術
者
・
研

究
者
を
養
成
す
る
た
め
3
年
前
か
ら
従
来
の
5
学
科
制
か
ら
1
学

科
・
7
コ
ー
ス
制
に
改
組
し
て
い
ま
す
。
本
校
に
入
学
さ
れ
ま
し

た
皆
さ
ん
は
、こ
れ
か
ら
の
5
年
間
で
専
門
性
は
も
と
よ
り
意
識
し

て
幅
広
さ
を
も
持
つ
よ
う
に
自
己
研
鑽
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

孔
子
は
、「
知
っ
て
い
る
こ
と
と
知
ら
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
大
事
」
と
知
識
の
重
要
性
を
説
い
て
い
ま
す
。
一
方
、老
子

は
「
知
識
は
お
飾
り
で
、一
番
大
事
な
の
は
真
理
、物
事
の
本
質
で

あ
る
」
と
説
い
て
い
ま
す
。
両
者
は
知
識
と
い
う
こ
と
に
相
対
し

た
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、特
に
科
学
技
術
の
分
野
で
は
、知
識

と
真
理
が
両
輪
の
ご
と
く
連
動
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
に
は
、
得
た
知
識
の
本
質
は
何
か
を
常
に
探
る
よ
う
な
勉

学
姿
勢
を
身
に
付
け
る
努
力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
、応
用
力
・
活
用
力
の
養
成
、さ
ら
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

力
の
養
成
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
本
校
は
大
学
と
同
じ
く
高
等
教

育
機
関
に
属
し
て
お
り
、こ
の
高
等
教
育
機
関
で
の
教
育
の
目
標
は
、

「
応
用
力
・
活
用
力
」
に
富
み
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
「
自
ら
進
ん
で
勉

強
し
、単
な
る
知
識
に
終
わ
ら
せ
ず
、応
用
力
・
活

用
力
を
身
に
付
け
る
」
と
い
う
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
有
意
義
な
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。
学
生
生
活
は
、勉
学
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
課
外
活
動
、教
職
員
や
学
生
と
の
交
友
を
通
し
て
人
間
性
に
も
幅
広
さ
を
持

つ
よ
う
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
校
で
は
「
豊
か
な
人
間
性
及
び
自
主
自
律
の
精
神
を
育
成
し
、技
術
者
に
必
要

な
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
成
長
を
促
し
、社
会
の
発
展
の
た
め
に
活
躍

で
き
る
人
を
育
て
る
」
を
教
育
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
理
念
に
は
、他
の
人
を

思
い
や
る
広
い
心
を
持
ち
、難
題
に
立
ち
向
い
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
、そ
し
て
社
会

に
貢
献
で
き
る
ひ
と
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
日

本
校
に
入
学
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
は
、日
本
お
よ
び
世
界
の
状
況
を
鑑
み
、自
分
が
将

来
ど
の
よ
う
な
分
野
で
、ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
貢
献
し
た
い
の
か
と
い
う
目
標

を
で
き
る
だ
け
早
く
も
ち
、そ
の
た
め
に
今
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、皆
さ
ん
の
年
頃
に
は
何
か
と
悩
む
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
何
か
相
談
し

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、気
軽
に
教
職
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
本
校
に
は
皆
さ
ん
の
支
え
に
な

る
教
職
員
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
苫
小
牧
高
専
の
学
生
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
持
ち
、充
実

し
た
有
意
義
な
学
生
生
活
を
通
し
て
、プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
素
養
と
能
力
を
磨
き
上
げ
、自

信
を
も
っ
て
苫
小
牧
高
専
を
巣
立
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
教
職
員
一
同
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

平
成
三
十
一
年
四
月
三
日

苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校　

第
九
代
校
長　

黒
川
一
哉

し
た
重
要
な
時
で
し
た
。
昭
和
の
時
代
は
、鉄
鋼
業
に
代
表
さ
れ
る
重
厚
長
大
型

産
業
の
発
展
か
ら
、さ
ら
に
は
我
が
国
が
牽
引
し
た
第

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
の
発
展
を
成
し
遂
げ
た
時
代
で
し
た
。
そ
し
て
、平
成
の
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在 校 生 か ら の

メ ッ セ ー ジ
新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。新しい環境には慣れてき
ましたか？皆さんは普通高校では学ぶことのできない専門科目をこれから
学んでいくことになります。電気電子系では日頃の生活に欠かせない電気
のことについて座学や実験を通して学ぶことができます。電気はあらゆる
ところで使われていることもあり、就職できる会社や活躍できる場面が幅広
くあります。ロボットやエネルギー、情報通信、実験・電気電子工作に興味
がある人は系選択の際に電気電子系を選んでもらえたら幸いです。

これから皆さんが過ごしていく５年間の高専生活は案外とても短
いです。限られた時間の中で勉強を頑張ってみたり、部活動に全
力で打ち込んでみたり、学校行事を思いっきり楽しんでみたり、仲

間や先輩方、先生方と交流したりすることで、最高な思い出がたくさんできると思います。皆さんが
「楽しい！」と思えるような充実した高専生活を送れるよう心から願っています。

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。新しい環境に
慣れてきたころでしょうか。創造工学科となった皆さんは、1年
かけて様々な分野の中から自分の進む系を決めることとなりま
す。応用化学・生物系では、化学を中心とした専門知識を学ぶ
と共に、実際に実験を経験し身につけることができます。化学

と言っても幅広く、医療から食品まで自分たちの生活に
身近な物や事について知ることができるため、きっと自
分の好きな分野を見つけることができると思います。系
を考えるときの参考になれば幸いです。高専は一般高

校に比べ自由な校風であり、生活しているだけでも高校では経験できないことがたくさん
起こると思います。そんな高専を楽しめるかどうかは皆さん次第です。ぜひ皆さんには、
勉学だけでなく、部活動や学校行事に積極的に参加したりなど、友人や先輩、先生方との
交流を大切にしてほしいです。皆さんの高専生活が充実した5年間となることを願ってい
ます。

新入生の皆さんご入学おめでとうございます。いきなりですが、皆さ
んには将来やりたいことがありますか。私は入学当初、「 ものづくり」
がしたい、とりあえず「社長」になりたい、年収は「二千万円」ほしい
など色々とやりたいことや願望がありました。しかし、四年も経つと考
えは変わっていきます。自分の考えの甘さに絶望し、何もやりたくな

い時期もありました。私が皆さんに言いたいことは、この五年
間で何か一つ自分が本当にやりたいことを見つけてほしいとい
うことです。しかし、やりたいことが見つからない人もいると思
います。そんな人は自分には何が出来るのかを考えてみてく

ださい。皆さんが意義のある高専生活を送れることを祈っています。

新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。緊張も解け学校生活が楽し
くなっている頃かと思います。高専では技術者として必要な基本的な技術を学
べます。特に情報系ではパソコン一つあれば高専で学んだ技術を実践すること
ができます。また高専で扱っている内容でなくてもインターネットで検索すれば
すぐに試せる技術が世の中にはたくさんありますので是非とも様々な技術に触
れ、自分の好きなことを見つけてください。好きなことを極めた人材は
社会において最も必要とされますし、そこにかけた時間は無駄になるこ
とはありません。また他の学科・コースにおいても技術の実践・応用
は必ず自分の成長につながります。これからの学校生活が充実したも
のになることを心から願っています。

創造工学科4期生の皆さんへ
入学してから2カ月少しが過ぎ、高専生活にかなり慣れてきた頃だと思います。

遅くなりましたが、初めに第1学年担任を紹介します。（ 　）内は1年生の担当科目
です。1組担任・坂下俊彦（地理、1～5組）、2組担任・藤島勝弘（数学ⅠA、1～3
組）、3組担任・東俊文（英語ⅠA、1～3組）、4組担任・佐藤奈々恵（英語ⅠA、4～5
組）、5組担任・金野幸吉（数学ⅠA、5組）です。担任と教科担当で協力して、新入
生を全力でサポートいたします。

ここからは、第1学年担任を代表して皆さんに高専生活のアドバイスを送ります。
学習面については、ズバリ「継続は力なり」の一言です。よく聞く言葉ですが、

それしかありません。高専の勉強は内容量が多く、どの科目も進度が中学校よりも
格段に速くなっています。毎日の勉強で確実に差がつきます。中学時代では塾に
通っていて、すべてを塾に任せて自分から進んで学習する習慣がついていないこと
があります。日頃の学習習慣がついていないと試験勉強しかしないということにな
り、試験前の一夜漬けになってしまいます。それでは基本を理解するよりも答えの
暗記で精一杯になってしまいます。当然、試験が終われば全てを忘れてしまい、授
業についていけなくなります。学生寮では毎日2時間の自習時間があるので机に
向かうことができますが、その時間を有効に使えていないこともあります。内容の
濃い時間にしなければなりません。自宅通学生は通学時間の関係で家庭学習時間
が十分にとれないことがあります。このような場合は通学時間を有効利用したり、
土・日の学習時間を長めにとるなどの工夫が必要です。1年生での学習習慣が身
につくと高学年になっても継続されます。是非とも毎日の継続した学習を心掛けて
ください。また、課題・レポートが中学校の時よりも多く出されます。提出期限を守っ
て必ず提出してください。毎年、課題未提出者のほとんどが成績不振となっていま
す。課題を通じて理解を深めることにもなりますのでここは絶対に手を抜かないで
ください。

生活面については、自己管理力の向上です。最近はインターネットが広く普及し、
スマートフォンやパソコンで多くの情報を得られるという便利な時代になりました。
一方で、ゲームやSNSなどに夢中になって睡眠不足や集中力低下といった健康被
害、更には誹謗中傷の書き込みなどの犯罪行為に及ぶこともあります。すべては使
う側の自己管理力の問題です。使う場所、時間、目的を制御しなければなりません。

自分だけで制御できないようであれば、保護者の指導の下で使うようにしてくださ
い。

さて、第1学年オリエンテーションが4月18日㈭、19日㈮の2日間にわたって行わ
れました。入学してすぐの行事だったのでまだ緊張感が残っていましたが、ホテル
内のいろいろなイベントでクラスメートと打ち解けることができたと思います。こ
れからも、いろいろな行事を通してクラス内の親睦を深めて楽しい学校生活を送っ
て欲しいと思います。

次に、今後の主な行事をまとめます。7月6日㈯・7日㈰は道内高専体育大会（競
技によっては日程が異なる）が行われます。道内の4高専（苫小牧、函館、旭川、釧
路）の体育系部活動の大会で、その優勝チームが全国大会に進むことができます。
各部活動にとって、最も力をいれている大会です。1年生にとっては試合に出る機
会はないかもしれませんが、上級生の意気込みを感じてほしいと思います。また、
苫小牧ではバレーボール、柔道、アーチェリーの競技が行われるので応援もよろしく
お願いします。8月2日㈮～8日㈭は前期定期試験です。期末試験なので前期評価
に大きく影響します。先ほども書いたように試験直前だけの勉強にならないように
準備してください。10月19日㈯・20日㈰は高専祭です。大学の学校祭のように
屋台が並んで華やかなところと学科展と呼ばれる各専門分野の展示や文化系クラ
ブの展示などがあり、高専らしさを感じるイベントです。1年生は屋台を出すことは
できませんが、クラス対抗の制作などに精一杯取り組んでください。また、設営や
運営に関わる仕事がありますので、それぞれで頑張ってください。1月21日㈫の冬
季体育大会は、1年生のクラスにとっては最後の学級対抗行事です。良い思い出を
作ってください。2月7日㈮～14日㈮の後期定期試験は学年最後の試験となり、こ
の結果次第で楽しい春休みになるかどうかが決まります。このように楽しいイベン
ト、苦しい試験など様々なことがありますが、すべてが良い思い出になることを祈っ
ています。

以上、新入生皆さんの活躍を心から期待しています。
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以上、新入生皆さんの活躍を心から期待しています。以上、新入生皆さんの活躍を心から期待しています。以上、新入生皆さんの活躍を心から期待しています。

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。これから皆さんは五年
間、普通の高校生とは、少し違う生活を送ることになると思います。高
専では、普通の高校では学べないような専門分野を多く勉強します。都
市・環境系では、主に土、水、構造を学びます。また、コンクリートの破
壊実験を行ったり、外に出て測量をするなど、実習内容はアクティブなも
のが多いです。二年生に上がる際、五つの系の中から一つを選ぶこと
になりますが、これからの学校生活を大きく左右するような選択になる
と思いますので、悔いの残らない選択をしてください。高専の五年間
は長いように思えますが、実際はとても短いものです。ぼーっとしてい
ると、あっという間に終わってしまいます。なので、勉強だけでなく、部

活動や学校行事に積極的に参加し、たくさんの
思い出を作り、高専生活を全力で楽しんでほし
いです。皆さんの高専生活が充実したものに
なるように心から願っています。

電気電子工学科5年
岩佐百華

物質工学科5年
外山楓菜

環境都市工学科5年
佐藤吏矩

第 1 学 年 担 任 か ら の

メ ッ セ ー ジ 第1学年担任代表
藤島勝弘

機械工学科5年
千葉一生

情報工学科５年
清野良瞭
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ご 挨 拶 ご 挨 拶
いつでも

お声がけ下さい
新年度の
寮生指導

みなさま
よろしくお願い
いたします

本年度も総務主事を務
めます古崎毅（応用化学・
生物系）です。総務主事
補の稲川清教授（情報科
学・工学系）、有馬隆司准
教授（総合自然科学系）
と共に、全教職員の協力
も得てグルーバルエンジ
ニア育成（ニュージーラン
ドEIT・香港Thei・タイカ
セサート大学への学生の
派遣等）の推進および学
校行事等の情報発信をし
て参ります。また、学校の
種々のシステムの点検評
価、防災対策や施設設備
改善の計画立案など、学
生・教職員が安心して勉
強・仕事に励むことがで
きる環境整備にも努めて
参ります。
本校は創造工学科に
改組して4年目を迎えまし
た。4年生は各コースに
配属されてより専門的か
つ高度な専門科目やプレ
研究など新たな教育プロ
グラムに基づいたエンジニ
ア育成教育が始まりまし
た。保護者・同窓生・地
域の皆様におかれまして
は、今後とも学校の改革・
学生の教育にご理解、ご
協力を賜りますようお願い
申し上げます。

今、社会は5年先も予想
できないスピードで大きく
変化しています。教育を
取り巻く環境も同様です。
これまでは、教えられたこ
とを覚え、それをテストで
書けば単位がもらえたか
もしれません。しかし、暗
記して知識を蓄えることは
もはや重要ではなくなりま
した。これからは、調べ、
考え、創造し、提案する力
が重要となります。学生
の皆さんはそういう能力
を身に着けなければなり
ません。そのために、受
け身の勉強から脱却して
ください。自分が知りた
いと思うことはとことん探
求し、また、友人や先生と
ディスカッションするのも
よいでしょう。能動的な
学びは楽しく、学校がワク
ワクする空間になると思い
ます。
さて、今年度から教務主

事を拝命しました。教務
主事補の大橋准教授（情
報科学・工学系）、浅見准
教授（機械系）、高橋准教
授（総合自然科学系）の
サポートを得ながら、本校
の教育環境の充実・改善
に努めて参ります。今後と
も本校の教育にご理解、
ご支援を賜りますようお願
い申し上げます。

今年度も引き続き副校
長（学生主事）を担当す
ることとなりました創造工
学科の中島です。赤塚、
小薮、佐々木（幸）の三主
事補とともに、学生生活全
般の指導・助言・支援を
行ってまいります。
学校は勉学の場である

と同時に、青春時代の多
くの時間を仲間とともに過
ごす生活の場でもありま
す。日々の生活の中で心
が揺れ動くこともあるかと
思いますが、そういった経
験も含めて学生諸君の学
校生活が、健全かつ心豊
かに光り輝く日 と々なるよ
う、教職員一同全力で支
援してまいります。
今年度も「すべては学

生のために」の精神のも
と、保護者をはじめ関係
各位のご理解とご協力を
賜りますよう宜しくお願い
いたします。

今年度から寮務主事を
拝命しました。寮務主事
補として宇津野先生（応
用化学・生物系）多賀先生
（総合自然科学系）に生
活指導を、中村先生（都市・
環境系）佐々木先生（総
合人文科学系）に寮生会
指導をお願いしておりま
す。4月2日、新入寮生72名
（一年生男子58名、一年
生女子11名、男子留学生3
名）を迎え、今年度の学生
寮は男子寮286名、女子寮
53名、計339名の寮生でス
タートしました。
学生寮は学校の施設で

あり、生活の安全を確保す
ること、そして寮生の就学
を支援することを本旨とし
ます。そのために各種の
規則が設けられ、違反者に
は相応の罰を科することに
なります。寮生ならびに保
護者各位には、このことを
十分理解願います。
同時に学生寮は集団生

活の場であり、同年配の
仲間とともに楽しく過ごす
ことが重要です。4月4日
の新入寮生歓迎会を皮切
りに、各種寮生会行事が
行なわれます。寮生の積
極的な参加を期待します。
寮生の生活を安定させ

るためには、従来からの慣
行を大切に守ることが必
要です。反面、教育機関
の教職員にも働き方の変
革が求められる時代の中
で、指導の質を落とさずに
指導のあり方を変える方
策も考えなくてはなりませ
ん。保護者各位の御理
解を得つつ、変えられるこ
とは変えてゆく所存です。
どうかみなさまの御支援
を賜りますようお願い申し
上げます。

4月から副校長（研究
主事・専攻科長）を拝命
した二橋といいます。まず
本科ならびに専攻科に入
学された学生の保護者の
皆様、おめでとうございま
す。特に本科の新入学生
の保護者の皆様は、お子
様の入学が決定するまで
多分のご苦労があったこ
とと拝察いたします。私自
身も新年度から高等学校
に進学する子供を持ち、
これまで以上に保護者の
皆様の気持ちが理解でき
た気がします。さて、私は
副校長として主に本校の
専攻科と研究面を担当さ
せていただきます。本科
の学生の保護者の皆様に
は馴染みが薄いかもしれ
ませんが、本校には本科
の5年間の課程を卒業後
更に2年間学び、大学卒業
と同等の学士の資格が得
られる専攻科という課程
があります。学生たちはよ
り専門を深め、高度な研
究を行っていきます。卒
業後は、就職だけでなく各
大学院に進学する学生も
大勢おります。専攻科は
もちろんのこと本科にお
いても、高専が他の高等
学校と決定的に異なるの
は、教員が教育だけでなく
研究も行っている点にあり
ます。保護者の皆様には
目に付きづらいですが、こ
れこそが高専を高専たら
しめている重要な点です。
さらに近年は、外部から研
究の為の資金を獲得する
ことも、教員にとっては重
要な仕事になってきてお
ります。これらは教員の
質の保証の上でも重要な
要素になっています。私
はこれらの点を、皆様から
は目立ちませんが、縁の下
から支えていく所存であり
ます。

副校長（総務主事）

古崎　毅
副校長（教務主事）

村本　充
副校長（学生主事）

中島広基
副校長（寮務主事）

山際明利
副校長（研究主事・専攻科長）

二橋創平
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いつでも 新年度の

各 副 校 長 ご あ い さ つ



学生会として、4月は対面式に関わる活動を行い、無事新一年生199名を迎えることがで
きました。今後も新入生に優しい学校づくりを目指していきます。

苫小牧高専は学生会執行部と8つの委員会・局が協力して、学校行事の企画・運営を行っ
ています。
学生会執行部は高専祭や体育大会、学生総会に関する活動を行っています。

また、今年度も正面玄関前に目安箱を設置しています。学校生活を送るうえで改善して
ほしいことがあれば、ぜひご活用ください。学生の皆さんからいただいた意見は、校長懇
談会を通じて校長先生に伝えたいと考えています。

学生会長　環境都市工学科5年 吉村　介

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

4 高専通信Vol.151

3年2組 ラオルー チュソン

2018年4月2日は日本に着いた日です。一年間日本に住んでいたが、日本の文化とか日本
の生活に慣れていないです。苫小牧高専に着いた日は2019年3月25日です。北海道は寒い
ところですが、僕は寒いところが好きですから、大丈夫です。苫小牧高専に着いてから、色々な
ことがわからなかったが、先生とか先輩とかクラスメイトとか色々なことを優しく教えてもらって
嬉しかった。

どうして日本に留学しているかというと、日本の教育の質が高いので、日本で進学してラオス
に戻ってから、いい仕事が取れるかなと思っている事とか 将来、自分の会社を造りたいと思って
いるので、日本で勉強したら、自分の夢がかなうと思うからです。それで、これから色々なことを
教えて欲しいです。よろしくお願いします。

3年5組 ガンズルフ ビルグーン

私はモンゴルから来た留学生のビルグーンです。日本へ行きたいなと思い始めたのは、ナルトというアニメを見ていたころ
のことです。アニメが好きになったことがきっかけになって日本に留学することを目指して勉強を始めました。留学する前は、
日本へ行くことが夢みたいなものでした。今、その夢が叶ってとても嬉しいです。

苫小牧市に来る前は、寒いところだという予想しかなかったです。今は、ここが何も心配なく、勉強に集中できるいい環境だ
と思っています。なぜなら、高専の人たちが優しくて、私を歓迎してくれました。先生たちに補講を始め、色々お世話になりまし
た。クラスの皆さんも声をかけてくれたり、色々助けてくれています。生活上にも、先輩たちが助言を行ったり、分からないこと
があったら教えてくれたりしています。それで、私一人じゃなくて、困ったことがあったら助けてくれる人がいっぱいいるなと安心
しました。

私は将来、人々がより便利に生活できるためのアプリ、プログラムの開発をしていくつもりです。そのために、苫小牧高専で
アプリ、プログラムの作り方を学んで、実際の研究を経験したいです。だから、今から頑張って行こうと思います。よろしくお願
いします。

ムハッマド ミラシャ ビン スルタン アラウディン 3年3組

私はマレーシアから来た留学生、シャです。私は今年20歳です。私の趣味はサッカーとフットサルをすることです。
高専を選ぶことはできませんでしたが、苫小牧市で勉強することになったときはとても嬉しかったです。
それは、私を大事にしていつも私を助けてくれる多くの先輩がいるからです。それ以外にも、苫小牧高専についてたくさんのおもしろいことを聞

いたことがあります。一例として、苫小牧高専のサッカーチームは、他の高専の中でもトップのチームの1つです。
私は小さい頃からドラえもんを見て、日本に恋をしました。そのため、マレーシアで勉強して日本に来る機会を得ました。私は日本の美しさと清

潔さにとても魅了されました。日本人の優しさにも驚きました。苫小牧高専に到着したとき、日本語があまり得意ではないので、日本の学生に会う
とき緊張していましたが、幸運にも、私のチューターはとても偉大な人です。彼はとても親切でいつも陽気です。清水先生と小川さんにも感謝し
ます。

私はこの高専で、特に化学について多くのことを学びたいと思います。また、私は日本の文化を学び、それを私の日常生活に適用したいと思い
ます。 それ以外にも、私は日本で様々な方言を学びたいです。私の先生や友人がこの高専で勉強するのを手伝ってくれることを願っています。
私もここでたくさんの友人を作ることを願っています。この高専での3年を楽しみにしています。よろしくお願いします！

学 生 会 の 紹 介

新／留／学／生／紹／介



高専通信　行事予定（2019年度）
前　期 後　期

4/  1 ㈪ ～ 4/  2 ㈫ 春季休業 9/30 ㈪ 後期授業開始

4/  2 ㈫ 新入寮生入寮日 ₁₀/₁₀ ㈭ ～ ₁₀/₁₁ ㈮ 第３学年道内工場見学旅行

4/  3 ㈬ 入学式・２～５年生入寮日 ₁₀/1₉ ㈯ ～ ₁₀/20 ㈰ 高専祭

4/  4 ㈭ 始業式・対面式、第１学年ガイダンス、新入寮生歓迎会、健康診断 ₁₁/  1 ㈮ 保護者懇談会

4/  5 ㈮ 前期授業開始 ₁₁/  5 ㈫ ～ ₁₁/  8 ㈮ 第４学年総合研修旅行

4/10 ㈬ 歯科検診 ₁₁/25 ㈪ ～ ₁₁/29 ㈮ 特別時間割

4/16 ㈫ 第２学年オリエンテーション ₁₂/25 ㈬ 閉寮日

4/18 ㈭ ～ 4/19 ㈮ 第１学年オリエンテーション ₁₂/25 ㈬ ～ 1/  6 ㈪ 冬季休業

4/20 ㈯ 開校記念日 1/  6 ㈪ 開寮日

4/25 ㈭ 内科検診 1/ 21 ㈫ 冬季体育大会

5/14 ㈫ 授業参観 2/  7 ㈮ ～ 2/ 14 ㈮ 後期定期試験

6/  3 ㈪ ～ 6 / 7 ㈮ 特別時間割 2/ 21 ㈮ 閉寮日

6/14 ㈮ ～ 6/15 ㈯ 寮祭 2/ 27 ㈭ ～ 3/31 ㈫ 学年末休業

6/18 ㈫ 春季体育大会 3/ 19 ㈭ 卒業式・修了式

7/  6 ㈯ ～ 7 / 7 ㈰ 道内高専体育大会（※一部の競技を除く）

8/  2 ㈮ 8 / 8 ㈭ 前期定期試験

8/10 ㈯ 閉寮日

8/13 ㈫ ～ 9/24 ㈫ 夏季休業

9/29 ㈰ 開寮日
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本校の学生課は、担当する業務によって4つの係に分かれています。学生生活に直接関係のある各係の主な業務は次のように
なっていますので、問い合わせや連絡は各係の直通電話をご利用ください。
なお、学生課には、保護者の皆様などから、電話での問い合わせや連絡などが多数寄せられます。こうした電話に対して、「担

当係（担当者）に代わります。」などと、電話を回すことで、ご不便をおかけすることもありますが、担当係（担当者）ごとに専門の
業務を分担しておりますことをご理解願います。また、学生の呼び出しや伝言等の取り次ぎについては、緊急を要するもの以外は
行っておりませんので、ご承知おきください。

教務係 ［直通電話］ 0144-67-8001

・授業、試験に関すること
・休学、復学、退学及び進級、卒業に関すること
・在学証明書、成績証明書、卒業証明書などの学生の諸証明に関すること
・学生証の申請に関すること
・担任に連絡がつかなかった場合の欠席等の連絡

学生係 ［直通電話］ 0144-67-8032

・奨学金（日本学生支援機構等）に関すること
・入学料、授業料の免除に関すること
・学生の保健管理（カウンセリングの申込等）に関すること
・学生の課外活動、行事等に関すること
・学生旅客運賃割引証及び通学証明に関すること

寮務係 ［直通電話］ 0144-67-8002
学生寮教員当直室（夜間緊急用17:00～8:30） 0144-67-8024

・学生の入寮及び退寮に関すること
・寮費の徴収など諸経費に関すること
・緊急の場合の外泊の連絡

図書係 ［直通電話］ 0144-67-8907

・図書の閲覧、貸出しに関すること
・学術文献の収集及び提供に関すること
・その他学術情報センターに関すること

学 生 課 か ら の お 知 ら せ



本
科
卒
業
生
並
び
に
専
攻
科
修
了
生
の
皆
さ
ん
、ご
卒

業
、ご
修
了
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、本

日
ま
で
ご
子
息
・
ご
息
女
を
暖
か
く
育
て
て
こ
ら
れ
ま
し

た
保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、お
慶
び
は
ひ
と

し
お
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、本
日
は
本
校
に
と
り
ま
し
て
五
十
一
回
目
の
卒

業
式
並
び
に
十
五
回
目
の
修
了
式
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん

は
、こ
れ
ま
で
に
卒
業
・
修
了
さ
れ
た
先
輩
た
ち
が
各
分

野
で
営
々
と
築
き
上
げ
て
き
た
社
会
貢
献
の
伝
統
を
引
き

継
ぎ
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
苫

小
牧
高
専
で
の
教
育
お
よ
び
経
験
を
糧
と
し
て
、地
に
足

を
つ
け
、し
っ
か
り
と
着
実
に
自
分
の
道
を
切
り
開
い
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
は
、す
べ
て
の
責
任
は
皆
さ
ん
自

身
が
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
先
ず
は
し
っ

か
り
と
自
覚
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
、皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
歩
ん
で
い
く
社
会
は
第
四

次
産
業
革
命
と
言
わ
れ
て
い
る
時
代
に
入
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
情
報
化
時
代
へ
の
変
革
は
、明
治
維
新
に
お
け

る
社
会
構
造
、社
会
体
制
の
変
革
に
も
匹
敵
す
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
未
来
は
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
連
続
で
、大
変
な
こ
と
が
多
い
か
と
思
い

ま
す
が
、技
術
者
に
と
っ
て
非
常
に
や
り
が
い
の
あ
る
社

会
と
も
い
え
ま
す
。
ま
た
昨
年
は
、北
海
道
で
大
き
な
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
近
年
は
日
本
全
国

で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
復
興
に
向

け
て
、エ
ン
ジ
ニ
ア
へ
の
期
待
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
苫
小
牧
高
専
で
の
座
学
、実
験
、実
習
で
培
っ

た
基
礎
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、安
心
・
安
全
な
未
来
社

会
の
構
築
へ
向
け
て
社
会
貢
献
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
保

護
者
の
方
々
、教
職
員
一
同
の
強
い
願
い
で
す
。

老
子
が
著
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
「
老
子
道
徳
経
」
の

中
に
は
皆
さ
ん
が
生
き
て
い
く
上
で
参
考
に
な
る
多
く
の

言
葉
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
老
子
は
人
を
含
め
万
物
の
根

源
は
「
道
」
で
あ
る
と
し
、楽
し
い
こ
と
、辛
い
こ
と
、苦

し
い
こ
と
、驚
く
こ
と
な
ど
す
べ
て
を
受
け
入
れ
な
が
ら

歩
み
人
生
を
終
え
る
、す
な
わ
ち
故
郷
に
帰
る
と
説
い
て

い
ま
す
。
そ
の
人
生
の
中
で
大
事
に
す
べ
き
こ
と
の
ひ
と

つ
に
、「
相
対
評
価
す
る
こ
と
で
思
考
が
不
自
由
に
な
り
、

物
事
の
本
質
を
見
失
う
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、こ
れ
か
ら
社
会
に
船
出
す
る
わ

け
で
す
が
、周
囲
と
の
比
較
で
成
り
立
つ
相
対
評
価
に
と

ら
わ
れ
ず
、自
分
自
身
の
個
性
・
天
性
を
絶
対
評
価
し
、「
自

分
は
何
を
し
た
い
の
か
」、「
自
分
は
何
を
す
べ
き
な
の

か
」
と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
る
よ
う
な
生
き
方
を
心
が

け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
本
校
の

教
育
理
念
で
あ
る
「
自
主
自
律
」
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
、失
敗
を
恐
れ
ず
、苫
小
牧
高
専
の
卒
業
生
と
し
て
の
高

い
志
を
持
っ
て
、地
域
、日
本
、世
界
の
た
め
に
貢
献
す
る

気
概
と
心
の
余
裕
を
持
っ
て
充
実
し
た
人
生
を
送
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
保
護
者
の
方
々
と
と
も
に
教
職
員
一
同
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
五
日

苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校第

九
代
校
長　

黒
川
一
哉
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五
年
間
を

振
り
返
っ
て

今
思
え
ば
五
年
間
経
つ
の
は

と
て
も
は
や
い
と
感
じ
ま
す
。

最
初
の
三
年
間
は
、文
武
両
道

を
目
標
に
普
通
の
高
校
生
の
よ

う
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。
低
学
年
の
頃
は
、7
時

間
授
業
が
普
通
で
あ
り
、教
科

数
が
と
て
も
多
か
っ
た
で
す
。

部
活
と
の
両
立
に
苦
し
ん
だ
と

き
も
あ
り
ま
し
た
が
、私
の
場
合

は
〝
部
活
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
よ

り
辛
く
な
い
〞
と
思
い
な
が
ら

乗
り
越
え
て
い
ま
し
た
。
部
活

動
も
思
っ
た
以
上
に
辛
く
、や
め

た
い
と
思
う
と
き
は
何
回
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、部
活
動
を

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
出
会
え
た

素
敵
な
先
輩
、可
愛
い
後
輩
は
私

の
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

高
学
年
か
ら
は
授
業
数
も

減
っ
た
た
め
時
間
に
も
、心
に

も
余
裕
が
で
き
た
の
が
一
番
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
は
低
学

年
の
う
ち
に
漢
字
検
定
や
エ
コ

検
定
な
ど
の
資
格
を
と
っ
て
い

た
た
め
、単
位
認
定
が
出
来
た

か
ら
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
、勉

強
が
難
し
く
な
ら
な
い
う
ち
に

色
々
な
資
格
を
と
っ
て
お
く
こ

と
を
勧
め
ま
す
。5
年
生
に
な
っ

た
ら
、集
大
成
と
し
て
卒
業
研

究
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

正
直
な
と
こ
ろ
五
年
間
は
楽

し
い
事
以
上
に
辛
い
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
分
が
成
長
す
る
た
め
に
あ
っ

た
と
思
え
ば
悔
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
も
笑
顔
で
卒
業
で

き
る
よ
う
に
何
事
に
も
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応

援
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、五

年
間
を
通
し
て
出
会
え
た

先
生
方
、寮
母
さ
ん
、友

達
、先
輩
・
後
輩
の
皆
さ

ん
、今
ま
で
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

5
年
間
の

高
専
生
活

苫
小
牧
高
専
で
過
ご
し
た
5

年
間
は
、信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い

に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
2

年
生
に
な
っ
て
、初
め
て
レ
ポ
ー

ト
を
執
筆
し
た
際
は
、あ
と
4

年
も
こ
ん
な
こ
と
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
と
思
い
、絶

望
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。
実
際
に
、高
専
生
活
で

一番
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
く
レ
ポ
ー
ト
で
、生
活
リ
ズ

ム
を
幾
度
と
な
く
乱
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、部
活
を
し
た

り
、友
達
と
遊
ん
だ
り
、習
っ
た

ば
か
り
の
専
門
用
語
を
使
っ
た

会
話
を
し
た
り
。
そ
ん
な
高
専

生
活
は
と
て
も
楽
し
く
て
、充

実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

私
の
高
専
生
活
は
多
く
の
人

に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
教
鞭

を
執
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

部
活
で
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先

生
方
、と
も
に
苦
楽
を
乗
り
越

え
た
友
達
、私
の
高
専
生
活
に

か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て

の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、無
事
卒
業
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
5
年
間
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
も
、高
専
生

活
に
は
大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ

か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、友
達
と
協
力
し
て
乗

り
越
え
て
く
だ
さ
い
。

贈
る
言
葉

受
験
前
の
初
詣
に
家
族
で

行
っ
て
引
い
た
お
み
く
じ
が
大

吉
で
、大
喜
び
の
あ
ま
り
叫
び
、

周
囲
に
驚
か
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
く
ら
い
嬉
し
か
っ
た

ん
だ
な
と
思
い
返
し
て
笑
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
長
い

と
思
っ
て
い
た
五
年
間
は
、過
ぎ

て
み
る
と
本
当
に
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。

五
年
生
で
は
卒
業
研
究
が
始

ま
り
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
会
う

時
間
が
少
な
く
な
り
み
ん
な
研

究
室
に
い
る
時
間
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
一年
間
頑
張
っ
た
と
思

え
る
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。高
専
生
活
を
振
り
返
れ
ば
、

様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
っ

て
来
ま
し
た
。
学
生
会
と
し
て

学
校
祭
や
体
育
大
会
な
ど
の
行

事
の
運
営
に
た
ず
さ
わ
ら
せ
て

頂
け
た
の
も
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ

せ
て
無
事
に
い
い
も
の
を
み
ん

な
で
作
り
上
げ
る
事
が
で
き
た

こ
と
は
大
切
な
思
い
出
で
す
。

五
年
間
大
変
だ
と
思
う
事
は

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、今
と
な
っ

て
は
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
て
来

て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て
い

ま
す
。
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、私
を
支
え
て

く
れ
た
皆
さ
ん
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
生
時
代
編

〜
完
〜

人
を
一
冊
の
本
に
例
え
た
と

き
、学
生
時
代
と
は
物
語
で
言

え
ば
導
入
部
分
に
過
ぎ
な
い
。

そ
れ
と
同
時
に
、そ
の
後
の
物

語
の
行
く
先
を
決
め
る
非
常
に

重
要
な
章
で
あ
る
と
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
我
々
は

も
う
真
っ
白
な
ノ
ー
ト
の一ペ
ー

ジ
目
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、

汗
と
血
と
涙
と
努
力
で
殴
り
書

か
れ
た
学
び
の
記
録
が
誇
ら
し

げ
に
連
な
っ
て
い
る
。
高
専
に

入
学
し
た
7
年
前
の
春
、漠
然

と
し
た
期
待
感
と
未
知
の
世
界

へ
の
僅
か
な
不
安
を
胸
に
、真

新
し
い
教
科
書
に
折
り
目
を
つ

け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
課
題
、慣

れ
ぬ
実
験
器
具
を
使
っ
て
の
実

習
。
挫
折
も
、苦
難
も
数
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
あ
っ
た
。
し
か
し

そ
れ
で
も
諦
め
ず
、友
人
や
指

導
員
、両
親
、数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
沢
山
の
人
に
支
え
ら
れ
励
ま

さ
れ
、何
と
か
今
日
ま
で
来
る

こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
春
、人
生
の
新
た
な
る

章
へ
と
頁
を
進
め
る
。
書
き
間

違
え
も
、ペ
ン
先
が
引
っ
か
か
る

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で

も
い
つ
か
私
と
言
う
本
を

読
み
返
し
た
時
、笑
み
が

溢
れ
る
よ
う
な
内
容
に
し

た
い
と
思
う
。

5
年
間
を

振
り
返
っ
て

入
学
し
た
日
に
、こ
の
学
校

に
5
年
間
通
い
続
け
る
の
は
と

て
も
長
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、5
年
間
の
高
専

生
活
は
気
づ
け
ば
あ
っ
と
い
う

間
に
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
学

年
が
上
が
っ
て
い
く
と
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
道
外
研
修
旅

行
な
ど
の
行
事
が
あ
っ
た
り
、専

門
分
野
の
勉
強
が
難
し
く
な
っ

た
り
、レ
ポ
ー
ト
に
追
わ
れ
た

り
と
忙
し
い
日
が
増
え
て
い
き

ま
す
。
資
格
の
取
得
な
ど
を
目

指
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、準
備
は
早
め
に
！
部

活
動
も
勉
強
と
同
じ
で
す
。
私

は
剣
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
が
部
活
に
集
中
で
き
る
時
間

は
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、今
あ

る
時
間
を
大
切
に
し
、「
勉
強
」、

「
部
活
動
」、「
遊
び
」
を
全

力
で
や
り
き
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、5
年

間
の
高
専
生
活
は
あ
っ
と
い
う

間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
充
実
し

た
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

最
後
に
、5
年
間
共
に
過
ご

し
た
友
人
た
ち
、剣
道
部
の
後

輩
・
先
輩
方
、授
業
や
実
験
な

ど
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先

生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

『
出
会
い
』の

5
年
間

私
に
と
っ
て
苫
小
牧
高
専
で

の
5
年
間
は
、出
会
い
に
恵
ま

れ
た
5
年
間
で
し
た
。
私
は
あ

ま
り
多
く
の
人
と
積
極
的
に
交

流
す
る
性
格
で
は
な
い
の
で
す

が
、高
専
で
で
き
た
私
の一番
の

友
人
は
、気
風
の
い
い
人
柄
で

あ
る
と
同
時
に
、と
て
も
社
交

的
で
学
科
・
学
年
問
わ
ず
知
り

合
い
が
お
り
、先
生
方
と
も
仲

が
良
い
人
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

彼
自
身
と
も
良
い
友
人
同
士
で

い
な
が
ら
、彼
と一緒
に
行
動
し

て
く
う
ち
に
そ
の
知
人
と
も
交

流
が
あ
り
、気
付
く
と
何
人
か

と
は
個
人
的
な
付
き
合
い
を
す

る
よ
う
に
ま
で
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
て
出
来
た
友
人

に
は
自
分
か
ら
積
極
的
に
付
き

合
っ
て
い
た
友
人
達
と
は
ま
た

違
っ
た
タ
イ
プ
の
人
も
お
り
、と

て
も
有
意
義
な
経
験
を
多
く
得

ら
れ
ま
し
た
。
4
、5
年
生
で

の
担
任
の
先
生
と
の
出
会
い
も

私
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
も
の

で
、就
職
希
望
で
い
な
が
ら
や

り
た
い
こ
と
の
中
々
決
ま
ら
な

い
私
に
、限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
じ
っ
く
り
と
、か
つ
親
身
に
付

き
合
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
出

会
い
と
い
う
の
は
、自
分
と
周

り
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
て
く
れ

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
在
校

生
の
皆
さ
ん
に
も
、こ
の
高
専

で
良
い
出
会
い
が
あ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

高
専
生
活
を

振
り
返
っ
て

本
科
で
の
5
年
間
は
、部

活
や
高
専
祭
、テ
ス
ト
等

色
々
あ
り
ま
し
た
が
、気

が
付
い
た
ら
卒
業
そ
ん
な
感
覚

で
し
た
。
な
の
で
専
攻
科
で
の

2
年
間
は
、自
分
自
身
が
で
き

な
い
、向
い
て
い
な
い
こ
と
に
対

し
て
向
き
合
う
よ
う
に
決
意
し

て
取
り
組
み
ま
し
た
。
私
は
発

表
が
と
て
も
苦
手
で
し
た
。
そ

の
た
め
に
研
究
室
の
池
田
先
生

に
学
会
で
発
表
す
る
機
会
を
用

意
し
て
い
た
だ
き
、結
果
と
し

て
学
会
で一つ
の
賞
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
英

会
話
や
知
ら
な
い
所
に
行
く
の

は
嫌
い
で
し
た
が
、海
外
で
現

地
学
生
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で

問
題
解
決
に
取
り
組
む
と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、参
加
し
ま
し
た
。
私
は
そ

こ
で
異
文
化
に
触
れ
、分
か
り

合
う
こ
と
の
楽
し
さ
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

英
語
が
重
要
な
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
専
攻
科
に
入
っ
て
か

ら
の
2
年
間
は
、本
科
の
と
き

と
は
違
う
充
実
感
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、や
り
た
い
と
思
っ

た
こ
と
を
助
け
て
い
た
だ
い
た

学
校
や
先
生
方
、同
級
生
に
と

て
も
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

し
た
。

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

ど
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先

生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先

生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

達
、先
輩
・
後
輩
の
皆
さ

ん
、今
ま
で
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

輩
・
先
輩
方
、授
業
や
実
験
な

ど
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先

生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

先
生
方
、寮
母
さ
ん
、友

達
、先
輩
・
後
輩
の
皆
さ

ん
、今
ま
で
あ
り
が
と
う

し
た
友
人
た
ち
、剣
道
部
の
後

輩
・
先
輩
方
、授
業
や
実
験
な

ど
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先

年
間
を
通
し
て
出
会
え
た

先
生
方
、寮
母
さ
ん
、友

達
、先
輩
・
後
輩
の
皆
さ

ん
、今
ま
で
あ
り
が
と
う

最
後
に
、

し
た
友
人
た
ち
、剣
道
部
の
後

輩
・
先
輩
方
、授
業
や
実
験
な

援
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、五

年
間
を
通
し
て
出
会
え
た

先
生
方
、寮
母
さ
ん
、友

達
、先
輩
・
後
輩
の
皆
さ

た
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

最
後
に
、5
年
間
共
に
過
ご

し
た
友
人
た
ち
、剣
道
部
の
後

願
っ
て
い
ま
す
。

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応

援
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、五

年
間
を
通
し
て
出
会
え
た

間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
充
実
し

た
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

年
間
共
に
過
ご

願
っ
て
い
ま
す
。

き
る
よ
う
に
何
事
に
も
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応

援
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、五

間
の
高
専
生
活
は
あ
っ
と
い
う

間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
充
実
し

た
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

で
良
い
出
会
い
が
あ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

ん
。
皆
さ
ん
も
笑
顔
で
卒
業
で

き
る
よ
う
に
何
事
に
も
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応

援
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、五

い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

間
の
高
専
生
活
は
あ
っ
と
い
う

間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
充
実
し

生
の
皆
さ
ん
に
も
、こ
の
高
専

で
良
い
出
会
い
が
あ
る
こ
と
を

た
と
思
え
ば
悔
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
も
笑
顔
で
卒
業
で

き
る
よ
う
に
何
事
に
も
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で

力
で
や
り
き
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

間
の
高
専
生
活
は
あ
っ
と
い
う

間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
充
実
し

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
在
校

生
の
皆
さ
ん
に
も
、こ
の
高
専

で
良
い
出
会
い
が
あ
る
こ
と
を

自
分
が
成
長
す
る
た
め
に
あ
っ

た
と
思
え
ば
悔
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
も
笑
顔
で
卒
業
で

き
る
よ
う
に
何
事
に
も
真
剣
に

「
部
活
動
」、「
遊
び
」
を
全

力
で
や
り
き
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

間
の
高
専
生
活
は
あ
っ
と
い
う

り
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
て
く
れ

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
在
校

生
の
皆
さ
ん
に
も
、こ
の
高
専

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
分
が
成
長
す
る
た
め
に
あ
っ

た
と
思
え
ば
悔
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
も
笑
顔
で
卒
業
で

が
、友
達
と
協
力
し
て
乗

る
時
間
を
大
切
に
し
、「
勉
強
」、

「
部
活
動
」、「
遊
び
」
を
全

力
で
や
り
き
っ
て
ほ
し
い
と
思年

会
い
と
い
う
の
は
、自
分
と
周

り
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
て
く
れ

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
在
校

し
い
事
以
上
に
辛
い
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
分
が
成
長
す
る
た
め
に
あ
っ

た
と
思
え
ば
悔
い
は
あ
り
ま
せ

か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、友
達
と
協
力
し
て
乗

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、今
あ

る
時
間
を
大
切
に
し
、「
勉
強
」、

「
部
活
動
」、「
遊
び
」
を
全

力
で
や
り
き
っ
て
ほ
し
い
と
思

き
合
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
出

会
い
と
い
う
の
は
、自
分
と
周

り
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
て
く
れ

究
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

正
直
な
と
こ
ろ
五
年
間
は
楽

し
い
事
以
上
に
辛
い
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
分
が
成
長
す
る
た
め
に
あ
っ

活
に
は
大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ

か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、友
達
と
協
力
し
て
乗

は
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、今
あ

る
時
間
を
大
切
に
し
、「
勉
強
」、

「
部
活
動
」、「
遊
び
」
を
全

で
じ
っ
く
り
と
、か
つ
親
身
に
付

き
合
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
出

会
い
と
い
う
の
は
、自
分
と
周

し
た
。

た
ら
、集
大
成
と
し
て
卒
業
研

究
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

正
直
な
と
こ
ろ
五
年
間
は
楽

し
い
事
以
上
に
辛
い
事
が
た
く

在
校
生
の
皆
さ
ん
も
、高
専
生

活
に
は
大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ

か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

た
が
部
活
に
集
中
で
き
る
時
間

は
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、今
あ

る
時
間
を
大
切
に
し
、「
勉
強
」、

い
私
に
、限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
じ
っ
く
り
と
、か
つ
親
身
に
付

き
合
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
出

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

と
を
勧
め
ま
す
。

た
ら
、集
大
成
と
し
て
卒
業
研

究
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

正
直
な
と
こ
ろ
五
年
間
は
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
も
、高
専
生

活
に
は
大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ

た
が
部
活
に
集
中
で
き
る
時
間

は
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、今
あ

り
た
い
こ
と
の
中
々
決
ま
ら
な

い
私
に
、限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
じ
っ
く
り
と
、か
つ
親
身
に
付

て
も
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

色
々
な
資
格
を
と
っ
て
お
く
こ

と
を
勧
め
ま
す
。

た
ら
、集
大
成
と
し
て
卒
業
研

で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
も
、高
専
生

活
に
は
大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ

は
剣
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
が
部
活
に
集
中
で
き
る
時
間

は
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。

で
、就
職
希
望
で
い
な
が
ら
や

り
た
い
こ
と
の
中
々
決
ま
ら
な

い
私
に
、限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
じ
っ
く
り
と
、か
つ
親
身
に
付

学
校
や
先
生
方
、同
級
生
に
と

て
も
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

か
ら
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
、勉

強
が
難
し
く
な
ら
な
い
う
ち
に

色
々
な
資
格
を
と
っ
て
お
く
こ

年
生
に
な
っ

た
ら
、集
大
成
と
し
て
卒
業
研

こ
そ
、無
事
卒
業
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
も
、高
専
生

活
動
も
勉
強
と
同
じ
で
す
。
私

は
剣
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
が
部
活
に
集
中
で
き
る
時
間

私
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
も
の

で
、就
職
希
望
で
い
な
が
ら
や

り
た
い
こ
と
の
中
々
決
ま
ら
な

い
私
に
、限
ら
れ
た
時
間
の
中

学
校
や
先
生
方
、同
級
生
に
と

て
も
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

た
た
め
、単
位
認
定
が
出
来
た

か
ら
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
、勉

強
が
難
し
く
な
ら
な
い
う
ち
に

色
々
な
資
格
を
と
っ
て
お
く
こ

年
生
に
な
っ

の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、無
事
卒
業
す
る
こ
と
が

5
年
間
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
す
が
、準
備
は
早
め
に
！
部

活
動
も
勉
強
と
同
じ
で
す
。
私

は
剣
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
し

の
担
任
の
先
生
と
の
出
会
い
も

私
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
も
の

で
、就
職
希
望
で
い
な
が
ら
や

り
た
い
こ
と
の
中
々
決
ま
ら
な

た
こ
と
を
助
け
て
い
た
だ
い
た

学
校
や
先
生
方
、同
級
生
に
と

て
も
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
ど

検
定
な
ど
の
資
格
を
と
っ
て
い

た
た
め
、単
位
認
定
が
出
来
た

か
ら
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
、勉

強
が
難
し
く
な
ら
な
い
う
ち
に

か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て

の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、無
事
卒
業
す
る
こ
と
が

年
間
本
当
に

指
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、準
備
は
早
め
に
！
部

活
動
も
勉
強
と
同
じ
で
す
。
私

ら
れ
ま
し
た
。

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
担
任
の
先
生
と
の
出
会
い
も

私
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
も
の

で
、就
職
希
望
で
い
な
が
ら
や

た
。
ま
た
、や
り
た
い
と
思
っ

た
こ
と
を
助
け
て
い
た
だ
い
た

学
校
や
先
生
方
、同
級
生
に
と

年
の
う
ち
に
漢
字
検
定
や
エ
コ

検
定
な
ど
の
資
格
を
と
っ
て
い

た
た
め
、単
位
認
定
が
出
来
た

か
ら
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
、勉

え
た
友
達
、私
の
高
専
生
活
に

か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て

の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、無
事
卒
業
す
る
こ
と
が

ま
す
。
資
格
の
取
得
な
ど
を
目

指
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、準
備
は
早
め
に
！
部

て
も
有
意
義
な
経
験
を
多
く
得

ら
れ
ま
し
た
。

く
れ
た
皆
さ
ん
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
担
任
の
先
生
と
の
出
会
い
も

私
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
も
の

と
は
違
う
充
実
感
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、や
り
た
い
と
思
っ

た
こ
と
を
助
け
て
い
た
だ
い
た

し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
は
低
学

年
の
う
ち
に
漢
字
検
定
や
エ
コ

検
定
な
ど
の
資
格
を
と
っ
て
い

た
た
め
、単
位
認
定
が
出
来
た

え
た
友
達
、私
の
高
専
生
活
に

か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て

の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

り
と
忙
し
い
日
が
増
え
て
い
き

ま
す
。
資
格
の
取
得
な
ど
を
目

指
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

違
っ
た
タ
イ
プ
の
人
も
お
り
、と

て
も
有
意
義
な
経
験
を
多
く
得

、5
年
生
で

た
先
生
方
、私
を
支
え
て

く
れ
た
皆
さ
ん
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
担
任
の
先
生
と
の
出
会
い
も

ら
の
2
年
間
は
、本
科
の
と
き

と
は
違
う
充
実
感
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、や
り
た
い
と
思
っ

減
っ
た
た
め
時
間
に
も
、心
に

も
余
裕
が
で
き
た
の
が
一
番
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
は
低
学

年
の
う
ち
に
漢
字
検
定
や
エ
コ

検
定
な
ど
の
資
格
を
と
っ
て
い

生
方
、と
も
に
苦
楽
を
乗
り
越

え
た
友
達
、私
の
高
専
生
活
に

か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て

ま
す
。
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、私
を
支
え
て

く
れ
た
皆
さ
ん
、あ
り
が

た
り
、レ
ポ
ー
ト
に
追
わ
れ
た

り
と
忙
し
い
日
が
増
え
て
い
き

ま
す
。
資
格
の
取
得
な
ど
を
目

合
っ
て
い
た
友
人
達
と
は
ま
た

違
っ
た
タ
イ
プ
の
人
も
お
り
、と

て
も
有
意
義
な
経
験
を
多
く
得

年
生
で

ま
し
た
。
専
攻
科
に
入
っ
て
か

年
間
は
、本
科
の
と
き

と
は
違
う
充
実
感
が
あ
り
ま
し

高
学
年
か
ら
は
授
業
数
も

減
っ
た
た
め
時
間
に
も
、心
に

も
余
裕
が
で
き
た
の
が
一
番
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
は
低
学

年
の
う
ち
に
漢
字
検
定
や
エ
コ

部
活
で
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先

生
方
、と
も
に
苦
楽
を
乗
り
越

え
た
友
達
、私
の
高
専
生
活
に

て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て
い

ま
す
。
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、私
を
支
え
て

く
れ
た
皆
さ
ん
、あ
り
が

門
分
野
の
勉
強
が
難
し
く
な
っ

た
り
、レ
ポ
ー
ト
に
追
わ
れ
た

り
と
忙
し
い
日
が
増
え
て
い
き

ま
す
。
資
格
の
取
得
な
ど
を
目

に
は
自
分
か
ら
積
極
的
に
付
き

合
っ
て
い
た
友
人
達
と
は
ま
た

違
っ
た
タ
イ
プ
の
人
も
お
り
、と

て
も
有
意
義
な
経
験
を
多
く
得

英
語
が
重
要
な
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
専
攻
科
に
入
っ
て
か

年
間
は
、本
科
の
と
き

の
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

高
学
年
か
ら
は
授
業
数
も

減
っ
た
た
め
時
間
に
も
、心
に

も
余
裕
が
で
き
た
の
が
一
番
嬉

を
執
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

部
活
で
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先

生
方
、と
も
に
苦
楽
を
乗
り
越

て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て
い

ま
す
。
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、私
を
支
え
て

行
な
ど
の
行
事
が
あ
っ
た
り
、専

門
分
野
の
勉
強
が
難
し
く
な
っ

た
り
、レ
ポ
ー
ト
に
追
わ
れ
た

り
と
忙
し
い
日
が
増
え
て
い
き

た
。
そ
う
し
て
出
来
た
友
人

に
は
自
分
か
ら
積
極
的
に
付
き

合
っ
て
い
た
友
人
達
と
は
ま
た

違
っ
た
タ
イ
プ
の
人
も
お
り
、と

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

英
語
が
重
要
な
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
専
攻
科
に
入
っ
て
か

素
敵
な
先
輩
、可
愛
い
後
輩
は
私

の
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

高
学
年
か
ら
は
授
業
数
も

減
っ
た
た
め
時
間
に
も
、心
に

成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
教
鞭

を
執
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

部
活
で
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先

て
は
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
て
来

て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て
い

ま
す
。
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
道
外
研
修
旅

行
な
ど
の
行
事
が
あ
っ
た
り
、専

門
分
野
の
勉
強
が
難
し
く
な
っ

た
り
、レ
ポ
ー
ト
に
追
わ
れ
た

る
よ
う
に
ま
で
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
て
出
来
た
友
人

に
は
自
分
か
ら
積
極
的
に
付
き

合
っ
て
い
た
友
人
達
と
は
ま
た

合
う
こ
と
の
楽
し
さ
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

英
語
が
重
要
な
こ
と
を
実
感
し

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
出
会
え
た

素
敵
な
先
輩
、可
愛
い
後
輩
は
私

の
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

高
学
年
か
ら
は
授
業
数
も

に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
教
鞭

を
執
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、今
と
な
っ

て
は
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
て
来

て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て
い

年
が
上
が
っ
て
い
く
と
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
道
外
研
修
旅

行
な
ど
の
行
事
が
あ
っ
た
り
、専

門
分
野
の
勉
強
が
難
し
く
な
っ

と
は
個
人
的
な
付
き
合
い
を
す

る
よ
う
に
ま
で
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
て
出
来
た
友
人

に
は
自
分
か
ら
積
極
的
に
付
き

こ
で
異
文
化
に
触
れ
、分
か
り

合
う
こ
と
の
楽
し
さ
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

英
語
が
重
要
な
こ
と
を
実
感
し

た
い
と
思
う
と
き
は
何
回
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、部
活
動
を

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
出
会
え
た

素
敵
な
先
輩
、可
愛
い
後
輩
は
私

私
の
高
専
生
活
は
多
く
の
人

に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
教
鞭

五
年
間
大
変
だ
と
思
う
事
は

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、今
と
な
っ

て
は
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
て
来

間
に
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
学

年
が
上
が
っ
て
い
く
と
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
道
外
研
修
旅

行
な
ど
の
行
事
が
あ
っ
た
り
、専

流
が
あ
り
、気
付
く
と
何
人
か

と
は
個
人
的
な
付
き
合
い
を
す

る
よ
う
に
ま
で
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
て
出
来
た
友
人

た
い
と
思
う
。

り
、参
加
し
ま
し
た
。
私
は
そ

こ
で
異
文
化
に
触
れ
、分
か
り

合
う
こ
と
の
楽
し
さ
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

動
も
思
っ
た
以
上
に
辛
く
、や
め

た
い
と
思
う
と
き
は
何
回
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、部
活
動
を

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
出
会
え
た

素
敵
な
先
輩
、可
愛
い
後
輩
は
私

ま
す
。

私
の
高
専
生
活
は
多
く
の
人

に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

こ
と
は
大
切
な
思
い
出
で
す
。

五
年
間
大
変
だ
と
思
う
事
は

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、今
と
な
っ

生
活
は
気
づ
け
ば
あ
っ
と
い
う

間
に
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
学

年
が
上
が
っ
て
い
く
と
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
道
外
研
修
旅

て
く
う
ち
に
そ
の
知
人
と
も
交

流
が
あ
り
、気
付
く
と
何
人
か

と
は
個
人
的
な
付
き
合
い
を
す

る
よ
う
に
ま
で
な
っ
て
い
ま
し

溢
れ
る
よ
う
な
内
容
に
し

た
い
と
思
う
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、参
加
し
ま
し
た
。
私
は
そ

こ
で
異
文
化
に
触
れ
、分
か
り

合
う
こ
と
の
楽
し
さ
や
コ
ミ
ュ

乗
り
越
え
て
い
ま
し
た
。
部
活

動
も
思
っ
た
以
上
に
辛
く
、や
め

た
い
と
思
う
と
き
は
何
回
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、部
活
動
を

実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

私
の
高
専
生
活
は
多
く
の
人

な
で
作
り
上
げ
る
事
が
で
き
た

こ
と
は
大
切
な
思
い
出
で
す
。

五
年
間
大
変
だ
と
思
う
事
は

生
活
は
気
づ
け
ば
あ
っ
と
い
う

間
に
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
学

年
が
上
が
っ
て
い
く
と
イ
ン

い
な
が
ら
、彼
と一緒
に
行
動
し

て
く
う
ち
に
そ
の
知
人
と
も
交

流
が
あ
り
、気
付
く
と
何
人
か

と
は
個
人
的
な
付
き
合
い
を
す

読
み
返
し
た
時
、笑
み
が

溢
れ
る
よ
う
な
内
容
に
し

問
題
解
決
に
取
り
組
む
と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、参
加
し
ま
し
た
。
私
は
そ

こ
で
異
文
化
に
触
れ
、分
か
り

り
辛
く
な
い
〞
と
思
い
な
が
ら

乗
り
越
え
て
い
ま
し
た
。
部
活

動
も
思
っ
た
以
上
に
辛
く
、や
め

た
い
と
思
う
と
き
は
何
回
も
あ

生
活
は
と
て
も
楽
し
く
て
、充

実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

せ
て
無
事
に
い
い
も
の
を
み
ん

な
で
作
り
上
げ
る
事
が
で
き
た

こ
と
は
大
切
な
思
い
出
で
す
。

た
。
し
か
し
、

生
活
は
気
づ
け
ば
あ
っ
と
い
う

間
に
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
学

彼
自
身
と
も
良
い
友
人
同
士
で

い
な
が
ら
、彼
と一緒
に
行
動
し

て
く
う
ち
に
そ
の
知
人
と
も
交

流
が
あ
り
、気
付
く
と
何
人
か

も
い
つ
か
私
と
言
う
本
を

読
み
返
し
た
時
、笑
み
が

溢
れ
る
よ
う
な
内
容
に
し

地
学
生
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で

問
題
解
決
に
取
り
組
む
と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、参
加
し
ま
し
た
。
私
は
そ

は
〝
部
活
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
よ

り
辛
く
な
い
〞
と
思
い
な
が
ら

乗
り
越
え
て
い
ま
し
た
。
部
活

動
も
思
っ
た
以
上
に
辛
く
、や
め

会
話
を
し
た
り
。
そ
ん
な
高
専

生
活
は
と
て
も
楽
し
く
て
、充

実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

た
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ

せ
て
無
事
に
い
い
も
の
を
み
ん

な
で
作
り
上
げ
る
事
が
で
き
た

て
も
長
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、5
年
間
の
高
専

生
活
は
気
づ
け
ば
あ
っ
と
い
う

彼
自
身
と
も
良
い
友
人
同
士
で

い
な
が
ら
、彼
と一緒
に
行
動
し

て
く
う
ち
に
そ
の
知
人
と
も
交

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で

も
い
つ
か
私
と
言
う
本
を

読
み
返
し
た
時
、笑
み
が

は
嫌
い
で
し
た
が
、海
外
で
現

地
学
生
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で

問
題
解
決
に
取
り
組
む
と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
こ
と
を
知

部
活
と
の
両
立
に
苦
し
ん
だ
と

き
も
あ
り
ま
し
た
が
、私
の
場
合

は
〝
部
活
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
よ

り
辛
く
な
い
〞
と
思
い
な
が
ら

乗
り
越
え
て
い
ま
し
た
。
部
活

ば
か
り
の
専
門
用
語
を
使
っ
た

会
話
を
し
た
り
。
そ
ん
な
高
専

生
活
は
と
て
も
楽
し
く
て
、充

実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

頂
け
た
の
も
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ

せ
て
無
事
に
い
い
も
の
を
み
ん

に
5
年
間
通
い
続
け
る
の
は
と

て
も
長
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し

年
間
の
高
専

が
良
い
人
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

彼
自
身
と
も
良
い
友
人
同
士
で

い
な
が
ら
、彼
と一緒
に
行
動
し

違
え
も
、ペ
ン
先
が
引
っ
か
か
る

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で

も
い
つ
か
私
と
言
う
本
を

会
話
や
知
ら
な
い
所
に
行
く
の

は
嫌
い
で
し
た
が
、海
外
で
現

地
学
生
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で

問
題
解
決
に
取
り
組
む
と
い
う

数
が
と
て
も
多
か
っ
た
で
す
。

部
活
と
の
両
立
に
苦
し
ん
だ
と

き
も
あ
り
ま
し
た
が
、私
の
場
合

は
〝
部
活
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
よ

り
辛
く
な
い
〞
と
思
い
な
が
ら

り
、友
達
と
遊
ん
だ
り
、習
っ
た

ば
か
り
の
専
門
用
語
を
使
っ
た

会
話
を
し
た
り
。
そ
ん
な
高
専

生
活
は
と
て
も
楽
し
く
て
、充

事
の
運
営
に
た
ず
さ
わ
ら
せ
て

頂
け
た
の
も
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ

入
学
し
た
日
に
、こ
の
学
校

年
間
通
い
続
け
る
の
は
と

て
も
長
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し

合
い
が
お
り
、先
生
方
と
も
仲

が
良
い
人
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

彼
自
身
と
も
良
い
友
人
同
士
で

章
へ
と
頁
を
進
め
る
。
書
き
間

違
え
も
、ペ
ン
先
が
引
っ
か
か
る

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
英

会
話
や
知
ら
な
い
所
に
行
く
の

は
嫌
い
で
し
た
が
、海
外
で
現

地
学
生
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で

間
授
業
が
普
通
で
あ
り
、教
科

数
が
と
て
も
多
か
っ
た
で
す
。

部
活
と
の
両
立
に
苦
し
ん
だ
と

き
も
あ
り
ま
し
た
が
、私
の
場
合

た
。
そ
れ
で
も
、部
活
を
し
た

り
、友
達
と
遊
ん
だ
り
、習
っ
た

ば
か
り
の
専
門
用
語
を
使
っ
た

会
話
を
し
た
り
。
そ
ん
な
高
専

学
校
祭
や
体
育
大
会
な
ど
の
行

事
の
運
営
に
た
ず
さ
わ
ら
せ
て

頂
け
た
の
も
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ

振
り
返
っ
て

入
学
し
た
日
に
、こ
の
学
校

年
間
通
い
続
け
る
の
は
と

的
で
学
科
・
学
年
問
わ
ず
知
り

合
い
が
お
り
、先
生
方
と
も
仲

が
良
い
人
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

章
へ
と
頁
を
進
め
る
。
書
き
間

違
え
も
、ペ
ン
先
が
引
っ
か
か
る

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で

て
学
会
で一つ
の
賞
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
英

会
話
や
知
ら
な
い
所
に
行
く
の

は
嫌
い
で
し
た
が
、海
外
で
現

し
た
。
低
学
年
の
頃
は
、

間
授
業
が
普
通
で
あ
り
、教
科

数
が
と
て
も
多
か
っ
た
で
す
。

部
活
と
の
両
立
に
苦
し
ん
だ
と

ム
を
幾
度
と
な
く
乱
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、部
活
を
し
た

り
、友
達
と
遊
ん
だ
り
、習
っ
た

ば
か
り
の
専
門
用
語
を
使
っ
た

て
来
ま
し
た
。
学
生
会
と
し
て

学
校
祭
や
体
育
大
会
な
ど
の
行

事
の
運
営
に
た
ず
さ
わ
ら
せ
て

頂
け
た
の
も
と
て
も
楽
し
か
っ

振
り
返
っ
て

入
学
し
た
日
に
、こ
の
学
校

あ
る
と
同
時
に
、と
て
も
社
交

的
で
学
科
・
学
年
問
わ
ず
知
り

合
い
が
お
り
、先
生
方
と
も
仲

こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
春
、人
生
の
新
た
な
る

章
へ
と
頁
を
進
め
る
。
書
き
間

違
え
も
、ペ
ン
先
が
引
っ
か
か
る

意
し
て
い
た
だ
き
、結
果
と
し

て
学
会
で一つ
の
賞
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
英

会
話
や
知
ら
な
い
所
に
行
く
の

う
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。
低
学
年
の
頃
は
、

間
授
業
が
普
通
で
あ
り
、教
科

数
が
と
て
も
多
か
っ
た
で
す
。

な
く
レ
ポ
ー
ト
で
、生
活
リ
ズ

ム
を
幾
度
と
な
く
乱
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、部
活
を
し
た

り
、友
達
と
遊
ん
だ
り
、習
っ
た

き
、多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
っ

て
来
ま
し
た
。
学
生
会
と
し
て

学
校
祭
や
体
育
大
会
な
ど
の
行

事
の
運
営
に
た
ず
さ
わ
ら
せ
て

5
年
間
を

振
り
返
っ
て

友
人
は
、気
風
の
い
い
人
柄
で

あ
る
と
同
時
に
、と
て
も
社
交

的
で
学
科
・
学
年
問
わ
ず
知
り

に
学
会
で
発
表
す
る
機
会
を
用

さ
れ
、何
と
か
今
日
ま
で
来
る

こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
春
、人
生
の
新
た
な
る

章
へ
と
頁
を
進
め
る
。
書
き
間

意
し
て
い
た
だ
き
、結
果
と
し

て
学
会
で一つ
の
賞
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
英

最
初
の
三
年
間
は
、文
武
両
道

を
目
標
に
普
通
の
高
校
生
の
よ

う
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。
低
学
年
の
頃
は
、

間
授
業
が
普
通
で
あ
り
、教
科

一番
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
く
レ
ポ
ー
ト
で
、生
活
リ
ズ

ム
を
幾
度
と
な
く
乱
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、部
活
を
し
た

様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
っ

て
来
ま
し
た
。
学
生
会
と
し
て

学
校
祭
や
体
育
大
会
な
ど
の
行

5
年
間
を

振
り
返
っ
て

が
、高
専
で
で
き
た
私
の一番
の

友
人
は
、気
風
の
い
い
人
柄
で

あ
る
と
同
時
に
、と
て
も
社
交

の
た
め
に
研
究
室
の
池
田
先
生

に
学
会
で
発
表
す
る
機
会
を
用

ど
沢
山
の
人
に
支
え
ら
れ
励
ま

さ
れ
、何
と
か
今
日
ま
で
来
る

こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
春
、人
生
の
新
た
な
る

意
し
て
い
た
だ
き
、結
果
と
し

て
学
会
で一つ
の
賞
を
い
た
だ
く

と
て
も
は
や
い
と
感
じ
ま
す
。

最
初
の
三
年
間
は
、文
武
両
道

を
目
標
に
普
通
の
高
校
生
の
よ

う
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま時

い
ま
す
。
実
際
に
、高
専
生
活
で

一番
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
く
レ
ポ
ー
ト
で
、生
活
リ
ズ

ム
を
幾
度
と
な
く
乱
さ
れ
ま
し

す
。高
専
生
活
を
振
り
返
れ
ば
、

様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
っ

て
来
ま
し
た
。
学
生
会
と
し
て

年
間
を

流
す
る
性
格
で
は
な
い
の
で
す

が
、高
専
で
で
き
た
私
の一番
の

友
人
は
、気
風
の
い
い
人
柄
で

表
が
と
て
も
苦
手
で
し
た
。
そ

の
た
め
に
研
究
室
の
池
田
先
生

に
学
会
で
発
表
す
る
機
会
を
用

導
員
、両
親
、数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
沢
山
の
人
に
支
え
ら
れ
励
ま

さ
れ
、何
と
か
今
日
ま
で
来
る

意
し
て
い
た
だ
き
、結
果
と
し

今
思
え
ば
五
年
間
経
つ
の
は

と
て
も
は
や
い
と
感
じ
ま
す
。

最
初
の
三
年
間
は
、文
武
両
道

を
目
標
に
普
通
の
高
校
生
の
よ

望
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。
実
際
に
、高
専
生
活
で

一番
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
く
レ
ポ
ー
ト
で
、生
活
リ
ズ

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。高
専
生
活
を
振
り
返
れ
ば
、

様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
っ

ま
り
多
く
の
人
と
積
極
的
に
交

流
す
る
性
格
で
は
な
い
の
で
す

が
、高
専
で
で
き
た
私
の一番
の

そ
れ
で
も
諦
め
ず
、友
人
や
指

導
員
、両
親
、数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
沢
山
の
人
に
支
え
ら
れ
励
ま

さ
れ
、何
と
か
今
日
ま
で
来
る

て
取
り
組
み
ま
し
た
。
私
は
発

表
が
と
て
も
苦
手
で
し
た
。
そ

の
た
め
に
研
究
室
の
池
田
先
生

に
学
会
で
発
表
す
る
機
会
を
用

振
り
返
っ
て

今
思
え
ば
五
年
間
経
つ
の
は

と
て
も
は
や
い
と
感
じ
ま
す
。

最
初
の
三
年
間
は
、文
武
両
道

ば
な
ら
な
い
の
か
と
思
い
、絶

望
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。
実
際
に
、高
専
生
活
で

一番
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い

え
る
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。高
専
生
活
を
振
り
返
れ
ば
、

様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

れ
た

ま
り
多
く
の
人
と
積
極
的
に
交

流
す
る
性
格
で
は
な
い
の
で
す

が
、高
専
で
で
き
た
私
の一番
の

そ
れ
で
も
諦
め
ず
、友
人
や
指

導
員
、両
親
、数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
沢
山
の
人
に
支
え
ら
れ
励
ま

し
て
向
き
合
う
よ
う
に
決
意
し

て
取
り
組
み
ま
し
た
。
私
は
発

表
が
と
て
も
苦
手
で
し
た
。
そ

の
た
め
に
研
究
室
の
池
田
先
生

振
り
返
っ
て

今
思
え
ば
五
年
間
経
つ
の
は

と
て
も
は
や
い
と
感
じ
ま
す
。

年
も
こ
ん
な
こ
と
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
と
思
い
、絶

望
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。
実
際
に
、高
専
生
活
で

ま
し
た
。
一年
間
頑
張
っ
た
と
思

え
る
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。高
専
生
活
を
振
り
返
れ
ば
、

の
5
年
間
は
、出
会
い
に
恵
ま

年
間
で
し
た
。
私
は
あ

ま
り
多
く
の
人
と
積
極
的
に
交

流
す
る
性
格
で
は
な
い
の
で
す

れ
な
い
ほ
ど
あ
っ
た
。
し
か
し

そ
れ
で
も
諦
め
ず
、友
人
や
指

導
員
、両
親
、数
え
切
れ
な
い
ほ

し
て
向
き
合
う
よ
う
に
決
意
し

て
取
り
組
み
ま
し
た
。
私
は
発

表
が
と
て
も
苦
手
で
し
た
。
そ

五
年
間
を

振
り
返
っ
て

今
思
え
ば
五
年
間
経
つ
の
は

ト
を
執
筆
し
た
際
は
、あ
と

年
も
こ
ん
な
こ
と
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
と
思
い
、絶

望
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て

究
室
に
い
る
時
間
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
一年
間
頑
張
っ
た
と
思

え
る
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

私
に
と
っ
て
苫
小
牧
高
専
で

年
間
は
、出
会
い
に
恵
ま

年
間
で
し
た
。
私
は
あ

ま
り
多
く
の
人
と
積
極
的
に
交

習
。
挫
折
も
、苦
難
も
数
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
あ
っ
た
。
し
か
し

そ
れ
で
も
諦
め
ず
、友
人
や
指

な
い
、向
い
て
い
な
い
こ
と
に
対

し
て
向
き
合
う
よ
う
に
決
意
し

て
取
り
組
み
ま
し
た
。
私
は
発

五
年
間
を

振
り
返
っ
て

年
生
に
な
っ
て
、初
め
て
レ
ポ
ー

ト
を
執
筆
し
た
際
は
、あ
と

年
も
こ
ん
な
こ
と
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
と
思
い
、絶

時
間
が
少
な
く
な
り
み
ん
な
研

究
室
に
い
る
時
間
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
一年
間
頑
張
っ
た
と
思

え
る
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き

私
に
と
っ
て
苫
小
牧
高
専
で

年
間
は
、出
会
い
に
恵
ま

年
間
で
し
た
。
私
は
あ

れ
ぬ
実
験
器
具
を
使
っ
て
の
実

習
。
挫
折
も
、苦
難
も
数
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
あ
っ
た
。
し
か
し

年
間
は
、自
分
自
身
が
で
き

な
い
、向
い
て
い
な
い
こ
と
に
対

し
て
向
き
合
う
よ
う
に
決
意
し

五
年
間
を

に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

年
生
に
な
っ
て
、初
め
て
レ
ポ
ー

ト
を
執
筆
し
た
際
は
、あ
と

年
も
こ
ん
な
こ
と
を
し
な
け
れ

ま
り
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
会
う

時
間
が
少
な
く
な
り
み
ん
な
研

究
室
に
い
る
時
間
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
一年
間
頑
張
っ
た
と
思

5
年
間

私
に
と
っ
て
苫
小
牧
高
専
で

年
間
は
、出
会
い
に
恵
ま

筋
縄
で
は
い
か
な
い
課
題
、慣

れ
ぬ
実
験
器
具
を
使
っ
て
の
実

習
。
挫
折
も
、苦
難
も
数
え
ら

で
し
た
。
な
の
で
専
攻
科
で
の

年
間
は
、自
分
自
身
が
で
き

な
い
、向
い
て
い
な
い
こ
と
に
対

五
年
間
を

年
間
は
、信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い

に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

年
生
に
な
っ
て
、初
め
て
レ
ポ
ー

ト
を
執
筆
し
た
際
は
、あ
と
4

ま
り
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
会
う

時
間
が
少
な
く
な
り
み
ん
な
研

究
室
に
い
る
時
間
が
多
く
な
り

『
出
会
い
』の

年
間

私
に
と
っ
て
苫
小
牧
高
専
で

け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
課
題
、慣

れ
ぬ
実
験
器
具
を
使
っ
て
の
実

が
付
い
た
ら
卒
業
そ
ん
な
感
覚

で
し
た
。
な
の
で
専
攻
科
で
の

年
間
は
、自
分
自
身
が
で
き

年
間
は
、信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い

に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

年
生
に
な
っ
て
、初
め
て
レ
ポ
ー

間
で
し
た
。

五
年
生
で
は
卒
業
研
究
が
始

ま
り
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
会
う

時
間
が
少
な
く
な
り
み
ん
な
研

『
出
会
い
』の

新
し
い
教
科
書
に
折
り
目
を
つ

け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
課
題
、慣

色
々
あ
り
ま
し
た
が
、気

が
付
い
た
ら
卒
業
そ
ん
な
感
覚

で
し
た
。
な
の
で
専
攻
科
で
の

苫
小
牧
高
専
で
過
ご
し
た

年
間
は
、信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い

に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
2

て
み
る
と
本
当
に
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。

五
年
生
で
は
卒
業
研
究
が
始

ま
り
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
会
う

『
出
会
い
』の

へ
の
僅
か
な
不
安
を
胸
に
、真

新
し
い
教
科
書
に
折
り
目
を
つ

け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
一

活
や
高
専
祭
、テ
ス
ト
等

色
々
あ
り
ま
し
た
が
、気

が
付
い
た
ら
卒
業
そ
ん
な
感
覚

高
専
生
活

苫
小
牧
高
専
で
過
ご
し
た

年
間
は
、信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い

て
み
る
と
本
当
に
あ
っ
と
い
う

五
年
生
で
は
卒
業
研
究
が
始

『
出
会
い
』の

と
し
た
期
待
感
と
未
知
の
世
界

へ
の
僅
か
な
不
安
を
胸
に
、真

新
し
い
教
科
書
に
折
り
目
を
つ

本
科
で
の

活
や
高
専
祭
、テ
ス
ト
等

色
々
あ
り
ま
し
た
が
、気

高
専
生
活

苫
小
牧
高
専
で
過
ご
し
た
5

と
思
っ
て
い
た
五
年
間
は
、過
ぎ

て
み
る
と
本
当
に
あ
っ
と
い
う

入
学
し
た

と
し
た
期
待
感
と
未
知
の
世
界

へ
の
僅
か
な
不
安
を
胸
に
、真

振
り
返
っ
て

科
で
の
5
年
間
は
、部

活
や
高
専
祭
、テ
ス
ト
等

5
年
間
の

高
専
生
活

し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
長
い

と
思
っ
て
い
た
五
年
間
は
、過
ぎ

て
み
る
と
本
当
に
あ
っ
と
い
う

げ
に
連
な
っ
て
い
る
。
高
専
に

入
学
し
た
7
年
前
の
春
、漠
然

と
し
た
期
待
感
と
未
知
の
世
界

へ
の
僅
か
な
不
安
を
胸
に
、真

振
り
返
っ
て

年
間
は
、部

年
間
の

ん
だ
な
と
思
い
返
し
て
笑
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
長
い

と
思
っ
て
い
た
五
年
間
は
、過
ぎ

か
れ
た
学
び
の
記
録
が
誇
ら
し

げ
に
連
な
っ
て
い
る
。
高
専
に

年
前
の
春
、漠
然

と
し
た
期
待
感
と
未
知
の
世
界

高
専
生
活
を

振
り
返
っ
て

年
間
の

た
。
そ
れ
く
ら
い
嬉
し
か
っ
た

ん
だ
な
と
思
い
返
し
て
笑
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
長
い

汗
と
血
と
涙
と
努
力
で
殴
り
書

か
れ
た
学
び
の
記
録
が
誇
ら
し

げ
に
連
な
っ
て
い
る
。
高
専
に

年
前
の
春
、漠
然

高
専
生
活
を

振
り
返
っ
て

周
囲
に
驚
か
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
く
ら
い
嬉
し
か
っ
た

ん
だ
な
と
思
い
返
し
て
笑
っ
て

ジ
目
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、

汗
と
血
と
涙
と
努
力
で
殴
り
書

か
れ
た
学
び
の
記
録
が
誇
ら
し

げ
に
連
な
っ
て
い
る
。
高
専
に

高
専
生
活
を

吉
で
、大
喜
び
の
あ
ま
り
叫
び
、

周
囲
に
驚
か
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
く
ら
い
嬉
し
か
っ
た

も
う
真
っ
白
な
ノ
ー
ト
の一ペ
ー

ジ
目
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、

汗
と
血
と
涙
と
努
力
で
殴
り
書

か
れ
た
学
び
の
記
録
が
誇
ら
し

高
専
生
活
を

行
っ
て
引
い
た
お
み
く
じ
が
大

吉
で
、大
喜
び
の
あ
ま
り
叫
び
、

周
囲
に
驚
か
れ
て
し
ま
い
ま
し

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
我
々
は

も
う
真
っ
白
な
ノ
ー
ト
の一ペ
ー

ジ
目
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、

汗
と
血
と
涙
と
努
力
で
殴
り
書

受
験
前
の
初
詣
に
家
族
で

行
っ
て
引
い
た
お
み
く
じ
が
大

吉
で
、大
喜
び
の
あ
ま
り
叫
び
、

重
要
な
章
で
あ
る
と
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
我
々
は

も
う
真
っ
白
な
ノ
ー
ト
の一ペ
ー

ジ
目
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、

贈
る
言
葉

受
験
前
の
初
詣
に
家
族
で

行
っ
て
引
い
た
お
み
く
じ
が
大

語
の
行
く
先
を
決
め
る
非
常
に

重
要
な
章
で
あ
る
と
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
我
々
は

も
う
真
っ
白
な
ノ
ー
ト
の一ペ
ー

贈
る
言
葉

受
験
前
の
初
詣
に
家
族
で

行
っ
て
引
い
た
お
み
く
じ
が
大

そ
れ
と
同
時
に
、そ
の
後
の
物

語
の
行
く
先
を
決
め
る
非
常
に

重
要
な
章
で
あ
る
と
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
我
々
は

贈
る
言
葉

受
験
前
の
初
詣
に
家
族
で

え
ば
導
入
部
分
に
過
ぎ
な
い
。

そ
れ
と
同
時
に
、そ
の
後
の
物

語
の
行
く
先
を
決
め
る
非
常
に

重
要
な
章
で
あ
る
と
言
え
る
の

贈
る
言
葉

き
、学
生
時
代
と
は
物
語
で
言

え
ば
導
入
部
分
に
過
ぎ
な
い
。

そ
れ
と
同
時
に
、そ
の
後
の
物

語
の
行
く
先
を
決
め
る
非
常
に

き
、学
生
時
代
と
は
物
語
で
言

え
ば
導
入
部
分
に
過
ぎ
な
い
。

そ
れ
と
同
時
に
、そ
の
後
の
物

人
を
一
冊
の
本
に
例
え
た
と

き
、学
生
時
代
と
は
物
語
で
言

え
ば
導
入
部
分
に
過
ぎ
な
い
。

人
を
一
冊
の
本
に
例
え
た
と

き
、学
生
時
代
と
は
物
語
で
言

〜
完
〜

人
を
一
冊
の
本
に
例
え
た
と

学
生
時
代
編

〜
完
〜

学
生
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っ
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っ
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リ
ズ

な
く
レ
ポ
ー
ト
で
、生
活
リ
ズ

一番
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い

一番
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い

い
ま
す
。
実
際
に
、高
専
生
活
で

い
ま
す
。
実
際
に
、高
専
生
活
で

年
間
年
間

『
出
会
い
』の

『
出
会
い
』の

ん
だ
な
と
思
い
返
し
て
笑
っ
て

た
。
そ
れ
く
ら
い
嬉
し
か
っ
た

た
。
そ
れ
く
ら
い
嬉
し
か
っ
た

周
囲
に
驚
か
れ
て
し
ま
い
ま
し

周
囲
に
驚
か
れ
て
し
ま
い
ま
し

吉
で
、大
喜
び
の
あ
ま
り
叫
び
、

学
生
時
代
編

減
っ
た
た
め
時
間
に
も
、心
に

も
余
裕
が
で
き
た
の
が
一
番
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
は
低
学

年
の
う
ち
に
漢
字
検
定
や
エ
コ

一番
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
く
レ
ポ
ー
ト
で
、生
活
リ
ズ

ム
を
幾
度
と
な
く
乱
さ
れ
ま
し

周
囲
に
驚
か
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
く
ら
い
嬉
し
か
っ
た

ん
だ
な
と
思
い
返
し
て
笑
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
長
い

年
間
の
高
専

生
活
は
気
づ
け
ば
あ
っ
と
い
う

間
に
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
学

年
間

年
の
う
ち
に
漢
字
検
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リ
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っ
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リ
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検
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検
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。
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。
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。
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リ
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リ
ズ

の
私
に
と
っ
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。
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っ
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さ
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め
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の
で
す

ま
り
多
く
の
人
と
積
極
的
に
交

ま
り
多
く
の
人
と
積
極
的
に
交

年
間
で
し
た
。
私
は
あ

年
間
で
し
た
。
私
は
あ

五
年
生
で
は
卒
業
研
究
が
始

て
み
る
と
本
当
に
あ
っ
と
い
う

〜
完
〜

人
を
一
冊
の
本
に
例
え
た
と

き
、学
生
時
代
と
は
物
語
で
言

え
ば
導
入
部
分
に
過
ぎ
な
い
。

き
、学
生
時
代
と
は
物
語
で
言

人
を
一
冊
の
本
に
例
え
た
と

〜
完
〜

強
が
難
し
く
な
ら
な
い
う
ち
に

色
々
な
資
格
を
と
っ
て
お
く
こ

と
を
勧
め
ま
す
。

た
ら
、集
大
成
と
し
て
卒
業
研

究
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

ば
か
り
の
専
門
用
語
を
使
っ
た

会
話
を
し
た
り
。
そ
ん
な
高
専

生
活
は
と
て
も
楽
し
く
て
、充

実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

五
年
生
で
は
卒
業
研
究
が
始

ま
り
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
会
う

時
間
が
少
な
く
な
り
み
ん
な
研

人
を
一
冊
の
本
に
例
え
た
と

き
、学
生
時
代
と
は
物
語
で
言

え
ば
導
入
部
分
に
過
ぎ
な
い
。

行
な
ど
の
行
事
が
あ
っ
た
り
、専

門
分
野
の
勉
強
が
難
し
く
な
っ

た
り
、レ
ポ
ー
ト
に
追
わ
れ
た

り
と
忙
し
い
日
が
増
え
て
い
き

ま
り
多
く
の
人
と
積
極
的
に
交

流
す
る
性
格
で
は
な
い
の
で
す

が
、高
専
で
で
き
た
私
の一番
の

高
専
生
活
を

た
ら
、集
大
成
と
し
て
卒
業
研

た
ら
、集
大
成
と
し
て
卒
業
研

と
を
勧
め
ま
す
。

色
々
な
資
格
を
と
っ
て
お
く
こ

色
々
な
資
格
を
と
っ
て
お
く
こ

強
が
難
し
く
な
ら
な
い
う
ち
に

り
と
忙
し
い
日
が
増
え
て
い
き

た
り
、レ
ポ
ー
ト
に
追
わ
れ
た

門
分
野
の
勉
強
が
難
し
く
な
っ

行
な
ど
の
行
事
が
あ
っ
た
り
、専

実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

生
活
は
と
て
も
楽
し
く
て
、充

会
話
を
し
た
り
。
そ
ん
な
高
専

が
、高
専
で
で
き
た
私
の一番
の

が
、高
専
で
で
き
た
私
の一番
の

流
す
る
性
格
で
は
な
い
の
で
す

流
す
る
性
格
で
は
な
い
の
で
す

ま
り
多
く
の
人
と
積
極
的
に
交

ま
り
多
く
の
人
と
積
極
的
に
交

ま
り
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
会
う

五
年
生
で
は
卒
業
研
究
が
始

高
専
生
活
を

高
専
生
活
を

え
ば
導
入
部
分
に
過
ぎ
な
い
。

き
、学
生
時
代
と
は
物
語
で
言

人
を
一
冊
の
本
に
例
え
た
と

色
々
な
資
格
を
と
っ
て
お
く
こ

年
生
に
な
っ

た
ら
、集
大
成
と
し
て
卒
業
研

究
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

会
話
を
し
た
り
。
そ
ん
な
高
専

生
活
は
と
て
も
楽
し
く
て
、充

実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

五
年
生
で
は
卒
業
研
究
が
始

ま
り
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
会
う

時
間
が
少
な
く
な
り
み
ん
な
研

究
室
に
い
る
時
間
が
多
く
な
り

き
、学
生
時
代
と
は
物
語
で
言

え
ば
導
入
部
分
に
過
ぎ
な
い
。

そ
れ
と
同
時
に
、そ
の
後
の
物

門
分
野
の
勉
強
が
難
し
く
な
っ

た
り
、レ
ポ
ー
ト
に
追
わ
れ
た

り
と
忙
し
い
日
が
増
え
て
い
き

ま
す
。
資
格
の
取
得
な
ど
を
目

流
す
る
性
格
で
は
な
い
の
で
す

が
、高
専
で
で
き
た
私
の一番
の

友
人
は
、気
風
の
い
い
人
柄
で

高
専
生
活
を

振
り
返
っ
て

究
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

究
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

た
ら
、集
大
成
と
し
て
卒
業
研

た
ら
、集
大
成
と
し
て
卒
業
研

年
生
に
な
っ

色
々
な
資
格
を
と
っ
て
お
く
こ

ま
す
。
資
格
の
取
得
な
ど
を
目

り
と
忙
し
い
日
が
増
え
て
い
き

り
と
忙
し
い
日
が
増
え
て
い
き

た
り
、レ
ポ
ー
ト
に
追
わ
れ
た

門
分
野
の
勉
強
が
難
し
く
な
っ

ま
す
。

実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

生
活
は
と
て
も
楽
し
く
て
、充

友
人
は
、気
風
の
い
い
人
柄
で

が
、高
専
で
で
き
た
私
の一番
の

が
、高
専
で
で
き
た
私
の一番
の

流
す
る
性
格
で
は
な
い
の
で
す

流
す
る
性
格
で
は
な
い
の
で
す

時
間
が
少
な
く
な
り
み
ん
な
研

ま
り
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
会
う

五
年
生
で
は
卒
業
研
究
が
始

振
り
返
っ
て

高
専
生
活
を

高
専
生
活
を

高
専
生
活
を

そ
れ
と
同
時
に
、そ
の
後
の
物

そ
れ
と
同
時
に
、そ
の
後
の
物

え
ば
導
入
部
分
に
過
ぎ
な
い
。

き
、学
生
時
代
と
は
物
語
で
言

年
生
に
な
っ

た
ら
、集
大
成
と
し
て
卒
業
研

究
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

正
直
な
と
こ
ろ
五
年
間
は
楽

し
い
事
以
上
に
辛
い
事
が
た
く

生
活
は
と
て
も
楽
し
く
て
、充

実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

私
の
高
専
生
活
は
多
く
の
人

ま
り
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
会
う

時
間
が
少
な
く
な
り
み
ん
な
研

究
室
に
い
る
時
間
が
多
く
な
り

え
ば
導
入
部
分
に
過
ぎ
な
い
。

そ
れ
と
同
時
に
、そ
の
後
の
物

語
の
行
く
先
を
決
め
る
非
常
に

た
り
、レ
ポ
ー
ト
に
追
わ
れ
た

り
と
忙
し
い
日
が
増
え
て
い
き

ま
す
。
資
格
の
取
得
な
ど
を
目

指
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

が
、高
専
で
で
き
た
私
の一番
の

友
人
は
、気
風
の
い
い
人
柄
で

あ
る
と
同
時
に
、と
て
も
社
交

高
専
生
活
を

振
り
返
っ
て

し
い
事
以
上
に
辛
い
事
が
た
く

正
直
な
と
こ
ろ
五
年
間
は
楽

究
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

究
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

た
ら
、集
大
成
と
し
て
卒
業
研

た
ら
、集
大
成
と
し
て
卒
業
研

指
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
資
格
の
取
得
な
ど
を
目

ま
す
。
資
格
の
取
得
な
ど
を
目

り
と
忙
し
い
日
が
増
え
て
い
き

り
と
忙
し
い
日
が
増
え
て
い
き

た
り
、レ
ポ
ー
ト
に
追
わ
れ
た

私
の
高
専
生
活
は
多
く
の
人

実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

あ
る
と
同
時
に
、と
て
も
社
交

友
人
は
、気
風
の
い
い
人
柄
で

が
、高
専
で
で
き
た
私
の一番
の

が
、高
専
で
で
き
た
私
の一番
の

究
室
に
い
る
時
間
が
多
く
な
り

時
間
が
少
な
く
な
り
み
ん
な
研

ま
り
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
会
う

振
り
返
っ
て

振
り
返
っ
て

振
り
返
っ
て

高
専
生
活
を

高
専
生
活
を

高
専
生
活
を

語
の
行
く
先
を
決
め
る
非
常
に

語
の
行
く
先
を
決
め
る
非
常
に

そ
れ
と
同
時
に
、そ
の
後
の
物

そ
れ
と
同
時
に
、そ
の
後
の
物

え
ば
導
入
部
分
に
過
ぎ
な
い
。

究
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

正
直
な
と
こ
ろ
五
年
間
は
楽

し
い
事
以
上
に
辛
い
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

私
の
高
専
生
活
は
多
く
の
人

に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

時
間
が
少
な
く
な
り
み
ん
な
研

究
室
に
い
る
時
間
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
一年
間
頑
張
っ
た
と
思

そ
れ
と
同
時
に
、そ
の
後
の
物

語
の
行
く
先
を
決
め
る
非
常
に

重
要
な
章
で
あ
る
と
言
え
る
の

り
と
忙
し
い
日
が
増
え
て
い
き

ま
す
。
資
格
の
取
得
な
ど
を
目

指
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、準
備
は
早
め
に
！
部

友
人
は
、気
風
の
い
い
人
柄
で

あ
る
と
同
時
に
、と
て
も
社
交

的
で
学
科
・
学
年
問
わ
ず
知
り

高
専
生
活
を

振
り
返
っ
て

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

し
い
事
以
上
に
辛
い
事
が
た
く

し
い
事
以
上
に
辛
い
事
が
た
く

正
直
な
と
こ
ろ
五
年
間
は
楽

究
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

指
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

指
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
資
格
の
取
得
な
ど
を
目

ま
す
。
資
格
の
取
得
な
ど
を
目

り
と
忙
し
い
日
が
増
え
て
い
き

り
と
忙
し
い
日
が
増
え
て
い
き

に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

私
の
高
専
生
活
は
多
く
の
人

的
で
学
科
・
学
年
問
わ
ず
知
り

あ
る
と
同
時
に
、と
て
も
社
交

友
人
は
、気
風
の
い
い
人
柄
で

ま
し
た
。
一年
間
頑
張
っ
た
と
思

ま
し
た
。
一年
間
頑
張
っ
た
と
思

究
室
に
い
る
時
間
が
多
く
な
り

時
間
が
少
な
く
な
り
み
ん
な
研

振
り
返
っ
て

振
り
返
っ
て

振
り
返
っ
て

高
専
生
活
を

重
要
な
章
で
あ
る
と
言
え
る
の

重
要
な
章
で
あ
る
と
言
え
る
の

語
の
行
く
先
を
決
め
る
非
常
に

語
の
行
く
先
を
決
め
る
非
常
に

そ
れ
と
同
時
に
、そ
の
後
の
物

そ
れ
と
同
時
に
、そ
の
後
の
物

正
直
な
と
こ
ろ
五
年
間
は
楽

し
い
事
以
上
に
辛
い
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
分
が
成
長
す
る
た
め
に
あ
っ

私
の
高
専
生
活
は
多
く
の
人

に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
教
鞭

究
室
に
い
る
時
間
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
一年
間
頑
張
っ
た
と
思

え
る
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き

語
の
行
く
先
を
決
め
る
非
常
に

重
要
な
章
で
あ
る
と
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
我
々
は

ま
す
。
資
格
の
取
得
な
ど
を
目

指
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、準
備
は
早
め
に
！
部

あ
る
と
同
時
に
、と
て
も
社
交

的
で
学
科
・
学
年
問
わ
ず
知
り

合
い
が
お
り
、先
生
方
と
も
仲

振
り
返
っ
て

本
科
で
の

自
分
が
成
長
す
る
た
め
に
あ
っ

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

し
い
事
以
上
に
辛
い
事
が
た
く

し
い
事
以
上
に
辛
い
事
が
た
く

正
直
な
と
こ
ろ
五
年
間
は
楽

ま
す
が
、準
備
は
早
め
に
！
部

指
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

指
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
資
格
の
取
得
な
ど
を
目

ま
す
。
資
格
の
取
得
な
ど
を
目

成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
教
鞭

に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

私
の
高
専
生
活
は
多
く
の
人

合
い
が
お
り
、先
生
方
と
も
仲

的
で
学
科
・
学
年
問
わ
ず
知
り

あ
る
と
同
時
に
、と
て
も
社
交

え
る
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き

え
る
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一年
間
頑
張
っ
た
と
思

ま
し
た
。
一年
間
頑
張
っ
た
と
思

究
室
に
い
る
時
間
が
多
く
な
り

科
で
の
科
で
の

振
り
返
っ
て

振
り
返
っ
て

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
我
々
は

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
我
々
は

重
要
な
章
で
あ
る
と
言
え
る
の

重
要
な
章
で
あ
る
と
言
え
る
の

語
の
行
く
先
を
決
め
る
非
常
に

語
の
行
く
先
を
決
め
る
非
常
に

し
い
事
以
上
に
辛
い
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
分
が
成
長
す
る
た
め
に
あ
っ

た
と
思
え
ば
悔
い
は
あ
り
ま
せ

私
の
高
専
生
活
は
多
く
の
人

に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
教
鞭

を
執
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

ま
し
た
。
一年
間
頑
張
っ
た
と
思

え
る
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

重
要
な
章
で
あ
る
と
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
我
々
は

も
う
真
っ
白
な
ノ
ー
ト
の一ペ
ー

指
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、準
備
は
早
め
に
！
部

活
動
も
勉
強
と
同
じ
で
す
。
私

的
で
学
科
・
学
年
問
わ
ず
知
り

合
い
が
お
り
、先
生
方
と
も
仲

が
良
い
人
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

年
間
は
、部

活
や
高
専
祭
、テ
ス
ト
等

た
と
思
え
ば
悔
い
は
あ
り
ま
せ

た
と
思
え
ば
悔
い
は
あ
り
ま
せ

自
分
が
成
長
す
る
た
め
に
あ
っ

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

し
い
事
以
上
に
辛
い
事
が
た
く

活
動
も
勉
強
と
同
じ
で
す
。
私

ま
す
が
、準
備
は
早
め
に
！
部

指
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

指
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

を
執
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
教
鞭

成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
教
鞭

に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

が
良
い
人
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

合
い
が
お
り
、先
生
方
と
も
仲

的
で
学
科
・
学
年
問
わ
ず
知
り

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

え
る
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き

え
る
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一年
間
頑
張
っ
た
と
思

ま
し
た
。
一年
間
頑
張
っ
た
と
思

活
や
高
専
祭
、テ
ス
ト
等

年
間
は
、部

年
間
は
、部

も
う
真
っ
白
な
ノ
ー
ト
の一ペ
ー

も
う
真
っ
白
な
ノ
ー
ト
の一ペ
ー

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
我
々
は

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
我
々
は

重
要
な
章
で
あ
る
と
言
え
る
の

重
要
な
章
で
あ
る
と
言
え
る
の

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
分
が
成
長
す
る
た
め
に
あ
っ

た
と
思
え
ば
悔
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
も
笑
顔
で
卒
業
で

き
る
よ
う
に
何
事
に
も
真
剣
に

に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
教
鞭

を
執
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

部
活
で
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先

え
る
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。高
専
生
活
を
振
り
返
れ
ば
、

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
我
々
は

も
う
真
っ
白
な
ノ
ー
ト
の一ペ
ー

ジ
目
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、

ま
す
が
、準
備
は
早
め
に
！
部

活
動
も
勉
強
と
同
じ
で
す
。
私

は
剣
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
し

合
い
が
お
り
、先
生
方
と
も
仲

が
良
い
人
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

彼
自
身
と
も
良
い
友
人
同
士
で

年
間
は
、部

活
や
高
専
祭
、テ
ス
ト
等

色
々
あ
り
ま
し
た
が
、気

ん
。
皆
さ
ん
も
笑
顔
で
卒
業
で

ん
。
皆
さ
ん
も
笑
顔
で
卒
業
で

た
と
思
え
ば
悔
い
は
あ
り
ま
せ

た
と
思
え
ば
悔
い
は
あ
り
ま
せ

自
分
が
成
長
す
る
た
め
に
あ
っ

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

は
剣
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
し

活
動
も
勉
強
と
同
じ
で
す
。
私

ま
す
が
、準
備
は
早
め
に
！
部

部
活
で
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先

を
執
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

を
執
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
教
鞭

成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
教
鞭

に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

彼
自
身
と
も
良
い
友
人
同
士
で

が
良
い
人
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

合
い
が
お
り
、先
生
方
と
も
仲

す
。高
専
生
活
を
振
り
返
れ
ば
、

す
。高
専
生
活
を
振
り
返
れ
ば
、

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

え
る
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き

え
る
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き

色
々
あ
り
ま
し
た
が
、気

活
や
高
専
祭
、テ
ス
ト
等

年
間
は
、部

ジ
目
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、

ジ
目
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、

も
う
真
っ
白
な
ノ
ー
ト
の一ペ
ー

も
う
真
っ
白
な
ノ
ー
ト
の一ペ
ー

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
我
々
は

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
我
々
は

自
分
が
成
長
す
る
た
め
に
あ
っ

た
と
思
え
ば
悔
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
も
笑
顔
で
卒
業
で

き
る
よ
う
に
何
事
に
も
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で

成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
教
鞭

を
執
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

部
活
で
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先

生
方
、と
も
に
苦
楽
を
乗
り
越

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。高
専
生
活
を
振
り
返
れ
ば
、

様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

も
う
真
っ
白
な
ノ
ー
ト
の一ペ
ー

ジ
目
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、

汗
と
血
と
涙
と
努
力
で
殴
り
書

活
動
も
勉
強
と
同
じ
で
す
。
私

は
剣
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
が
部
活
に
集
中
で
き
る
時
間

が
良
い
人
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

彼
自
身
と
も
良
い
友
人
同
士
で

い
な
が
ら
、彼
と一緒
に
行
動
し

活
や
高
専
祭
、テ
ス
ト
等

色
々
あ
り
ま
し
た
が
、気

が
付
い
た
ら
卒
業
そ
ん
な
感
覚

取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で

き
る
よ
う
に
何
事
に
も
真
剣
に

ん
。
皆
さ
ん
も
笑
顔
で
卒
業
で

ん
。
皆
さ
ん
も
笑
顔
で
卒
業
で

た
と
思
え
ば
悔
い
は
あ
り
ま
せ

た
と
思
え
ば
悔
い
は
あ
り
ま
せ

た
が
部
活
に
集
中
で
き
る
時
間

た
が
部
活
に
集
中
で
き
る
時
間

は
剣
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
し

活
動
も
勉
強
と
同
じ
で
す
。
私

生
方
、と
も
に
苦
楽
を
乗
り
越

部
活
で
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先

部
活
で
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先

を
執
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

を
執
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
教
鞭

い
な
が
ら
、彼
と一緒
に
行
動
し

い
な
が
ら
、彼
と一緒
に
行
動
し

彼
自
身
と
も
良
い
友
人
同
士
で

が
良
い
人
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

す
。高
専
生
活
を
振
り
返
れ
ば
、

す
。高
専
生
活
を
振
り
返
れ
ば
、

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

が
付
い
た
ら
卒
業
そ
ん
な
感
覚

色
々
あ
り
ま
し
た
が
、気

活
や
高
専
祭
、テ
ス
ト
等

汗
と
血
と
涙
と
努
力
で
殴
り
書

ジ
目
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、

ジ
目
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、

も
う
真
っ
白
な
ノ
ー
ト
の一ペ
ー

も
う
真
っ
白
な
ノ
ー
ト
の一ペ
ー

ん
。
皆
さ
ん
も
笑
顔
で
卒
業
で

き
る
よ
う
に
何
事
に
も
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応

を
執
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

部
活
で
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先

生
方
、と
も
に
苦
楽
を
乗
り
越

え
た
友
達
、私
の
高
専
生
活
に

す
。高
専
生
活
を
振
り
返
れ
ば
、

様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
っ

ジ
目
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、

汗
と
血
と
涙
と
努
力
で
殴
り
書

か
れ
た
学
び
の
記
録
が
誇
ら
し

は
剣
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
が
部
活
に
集
中
で
き
る
時
間

は
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。

彼
自
身
と
も
良
い
友
人
同
士
で

い
な
が
ら
、彼
と一緒
に
行
動
し

て
く
う
ち
に
そ
の
知
人
と
も
交

色
々
あ
り
ま
し
た
が
、気

が
付
い
た
ら
卒
業
そ
ん
な
感
覚

で
し
た
。
な
の
で
専
攻
科
で
の

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応

取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で

取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で

き
る
よ
う
に
何
事
に
も
真
剣
に

ん
。
皆
さ
ん
も
笑
顔
で
卒
業
で

ん
。
皆
さ
ん
も
笑
顔
で
卒
業
で

は
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。

は
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。

た
が
部
活
に
集
中
で
き
る
時
間

た
が
部
活
に
集
中
で
き
る
時
間

は
剣
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
し

生
方
、と
も
に
苦
楽
を
乗
り
越

生
方
、と
も
に
苦
楽
を
乗
り
越

部
活
で
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先

部
活
で
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先

を
執
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

て
く
う
ち
に
そ
の
知
人
と
も
交

て
く
う
ち
に
そ
の
知
人
と
も
交

い
な
が
ら
、彼
と一緒
に
行
動
し

い
な
が
ら
、彼
と一緒
に
行
動
し

彼
自
身
と
も
良
い
友
人
同
士
で

き
、多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
っ

様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

す
。高
専
生
活
を
振
り
返
れ
ば
、

す
。高
専
生
活
を
振
り
返
れ
ば
、

で
し
た
。
な
の
で
専
攻
科
で
の

が
付
い
た
ら
卒
業
そ
ん
な
感
覚

色
々
あ
り
ま
し
た
が
、気

か
れ
た
学
び
の
記
録
が
誇
ら
し

汗
と
血
と
涙
と
努
力
で
殴
り
書

ジ
目
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、

ジ
目
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、

き
る
よ
う
に
何
事
に
も
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応

援
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、五

部
活
で
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先

生
方
、と
も
に
苦
楽
を
乗
り
越

え
た
友
達
、私
の
高
専
生
活
に

か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て

様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
っ

て
来
ま
し
た
。
学
生
会
と
し
て

汗
と
血
と
涙
と
努
力
で
殴
り
書

か
れ
た
学
び
の
記
録
が
誇
ら
し

げ
に
連
な
っ
て
い
る
。
高
専
に

た
が
部
活
に
集
中
で
き
る
時
間

は
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、今
あ

彼
自
身
と
も
良
い
友
人
同
士
で

い
な
が
ら
、彼
と一緒
に
行
動
し

て
く
う
ち
に
そ
の
知
人
と
も
交

流
が
あ
り
、気
付
く
と
何
人
か

が
付
い
た
ら
卒
業
そ
ん
な
感
覚

で
し
た
。
な
の
で
専
攻
科
で
の

2
年
間
は
、自
分
自
身
が
で
き

援
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、五

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応

取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で

取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で

き
る
よ
う
に
何
事
に
も
真
剣
に

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、今
あ

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、今
あ

は
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。

は
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。

た
が
部
活
に
集
中
で
き
る
時
間

た
が
部
活
に
集
中
で
き
る
時
間

え
た
友
達
、私
の
高
専
生
活
に

生
方
、と
も
に
苦
楽
を
乗
り
越

生
方
、と
も
に
苦
楽
を
乗
り
越

部
活
で
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先

流
が
あ
り
、気
付
く
と
何
人
か

流
が
あ
り
、気
付
く
と
何
人
か

て
く
う
ち
に
そ
の
知
人
と
も
交

て
く
う
ち
に
そ
の
知
人
と
も
交

い
な
が
ら
、彼
と一緒
に
行
動
し

い
な
が
ら
、彼
と一緒
に
行
動
し

て
来
ま
し
た
。
学
生
会
と
し
て

き
、多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
っ

様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

年
間
は
、自
分
自
身
が
で
き

で
し
た
。
な
の
で
専
攻
科
で
の

が
付
い
た
ら
卒
業
そ
ん
な
感
覚

げ
に
連
な
っ
て
い
る
。
高
専
に

か
れ
た
学
び
の
記
録
が
誇
ら
し

汗
と
血
と
涙
と
努
力
で
殴
り
書

取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応

援
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、五

年
間
を
通
し
て
出
会
え
た

生
方
、と
も
に
苦
楽
を
乗
り
越

え
た
友
達
、私
の
高
専
生
活
に

か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て

の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

き
、多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
っ

て
来
ま
し
た
。
学
生
会
と
し
て

学
校
祭
や
体
育
大
会
な
ど
の
行

汗
と
血
と
涙
と
努
力
で
殴
り
書

か
れ
た
学
び
の
記
録
が
誇
ら
し

げ
に
連
な
っ
て
い
る
。
高
専
に

入
学
し
た

は
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、今
あ

る
時
間
を
大
切
に
し
、「
勉
強
」、

い
な
が
ら
、彼
と一緒
に
行
動
し

て
く
う
ち
に
そ
の
知
人
と
も
交

流
が
あ
り
、気
付
く
と
何
人
か

と
は
個
人
的
な
付
き
合
い
を
す

で
し
た
。
な
の
で
専
攻
科
で
の

年
間
は
、自
分
自
身
が
で
き

な
い
、向
い
て
い
な
い
こ
と
に
対

年
間
を
通
し
て
出
会
え
た

年
間
を
通
し
て
出
会
え
た

援
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、五

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応

取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で

る
時
間
を
大
切
に
し
、「
勉
強
」、

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、今
あ

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、今
あ

は
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。

は
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。

た
が
部
活
に
集
中
で
き
る
時
間

か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て

え
た
友
達
、私
の
高
専
生
活
に

生
方
、と
も
に
苦
楽
を
乗
り
越

と
は
個
人
的
な
付
き
合
い
を
す

と
は
個
人
的
な
付
き
合
い
を
す

流
が
あ
り
、気
付
く
と
何
人
か

流
が
あ
り
、気
付
く
と
何
人
か

て
く
う
ち
に
そ
の
知
人
と
も
交

て
く
う
ち
に
そ
の
知
人
と
も
交

い
な
が
ら
、彼
と一緒
に
行
動
し

学
校
祭
や
体
育
大
会
な
ど
の
行

て
来
ま
し
た
。
学
生
会
と
し
て

き
、多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
っ

な
い
、向
い
て
い
な
い
こ
と
に
対

年
間
は
、自
分
自
身
が
で
き

で
し
た
。
な
の
で
専
攻
科
で
の

入
学
し
た

げ
に
連
な
っ
て
い
る
。
高
専
に

か
れ
た
学
び
の
記
録
が
誇
ら
し

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応

援
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、五

年
間
を
通
し
て
出
会
え
た

先
生
方
、寮
母
さ
ん
、友

達
、先
輩
・
後
輩
の
皆
さ

え
た
友
達
、私
の
高
専
生
活
に

か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て

の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、無
事
卒
業
す
る
こ
と
が

き
、多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
っ

て
来
ま
し
た
。
学
生
会
と
し
て

学
校
祭
や
体
育
大
会
な
ど
の
行

事
の
運
営
に
た
ず
さ
わ
ら
せ
て

か
れ
た
学
び
の
記
録
が
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い
る
。
一

け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
一

新
し
い
教
科
書
に
折
り
目
を
つ

在
校
生
の
皆
さ
ん
も
、高
専
生

活
に
は
大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ

か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

せ
て
無
事
に
い
い
も
の
を
み
ん

な
で
作
り
上
げ
る
事
が
で
き
た

こ
と
は
大
切
な
思
い
出
で
す
。

五
年
間
大
変
だ
と
思
う
事
は

け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
課
題
、慣

れ
ぬ
実
験
器
具
を
使
っ
て
の
実

習
。
挫
折
も
、苦
難
も
数
え
ら

間
の
高
専
生
活
は
あ
っ
と
い
う

間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
充
実
し

た
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

合
っ
て
い
た
友
人
達
と
は
ま
た

違
っ
た
タ
イ
プ
の
人
も
お
り
、と

て
も
有
意
義
な
経
験
を
多
く
得

ら
れ
ま
し
た
。

の
た
め
に
研
究
室
の
池
田
先
生

に
学
会
で
発
表
す
る
機
会
を
用

意
し
て
い
た
だ
き
、結
果
と
し

て
学
会
で一つ
の
賞
を
い
た
だ
く

た
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

た
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
充
実
し

間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
充
実
し

間
の
高
専
生
活
は
あ
っ
と
い
う

間
の
高
専
生
活
は
あ
っ
と
い
う

か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

活
に
は
大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ

活
に
は
大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ

在
校
生
の
皆
さ
ん
も
、高
専
生

在
校
生
の
皆
さ
ん
も
、高
専
生

ら
れ
ま
し
た
。

て
も
有
意
義
な
経
験
を
多
く
得

違
っ
た
タ
イ
プ
の
人
も
お
り
、と

合
っ
て
い
た
友
人
達
と
は
ま
た

五
年
間
大
変
だ
と
思
う
事
は

こ
と
は
大
切
な
思
い
出
で
す
。

こ
と
は
大
切
な
思
い
出
で
す
。

な
で
作
り
上
げ
る
事
が
で
き
た

な
で
作
り
上
げ
る
事
が
で
き
た

せ
て
無
事
に
い
い
も
の
を
み
ん

て
学
会
で一つ
の
賞
を
い
た
だ
く

意
し
て
い
た
だ
き
、結
果
と
し

に
学
会
で
発
表
す
る
機
会
を
用

に
学
会
で
発
表
す
る
機
会
を
用

の
た
め
に
研
究
室
の
池
田
先
生

習
。
挫
折
も
、苦
難
も
数
え
ら

れ
ぬ
実
験
器
具
を
使
っ
て
の
実

れ
ぬ
実
験
器
具
を
使
っ
て
の
実

筋
縄
で
は
い
か
な
い
課
題
、慣

筋
縄
で
は
い
か
な
い
課
題
、慣

け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
一

間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
充
実
し

た
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

最
後
に
、

最
後
に
、

た
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

た
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
充
実
し

間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
充
実
し

活
に
は
大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ

か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、友
達
と
協
力
し
て
乗

な
で
作
り
上
げ
る
事
が
で
き
た

こ
と
は
大
切
な
思
い
出
で
す
。

五
年
間
大
変
だ
と
思
う
事
は

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、今
と
な
っ

筋
縄
で
は
い
か
な
い
課
題
、慣

れ
ぬ
実
験
器
具
を
使
っ
て
の
実

習
。
挫
折
も
、苦
難
も
数
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
あ
っ
た
。
し
か
し

違
っ
た
タ
イ
プ
の
人
も
お
り
、と

て
も
有
意
義
な
経
験
を
多
く
得

ら
れ
ま
し
た
。

の
担
任
の
先
生
と
の
出
会
い
も

に
学
会
で
発
表
す
る
機
会
を
用

意
し
て
い
た
だ
き
、結
果
と
し

て
学
会
で一つ
の
賞
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
英

が
、友
達
と
協
力
し
て
乗

が
、友
達
と
協
力
し
て
乗

か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

活
に
は
大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ

活
に
は
大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ

の
担
任
の
先
生
と
の
出
会
い
も

ら
れ
ま
し
た
。

て
も
有
意
義
な
経
験
を
多
く
得

違
っ
た
タ
イ
プ
の
人
も
お
り
、と

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、今
と
な
っ

五
年
間
大
変
だ
と
思
う
事
は

五
年
間
大
変
だ
と
思
う
事
は

こ
と
は
大
切
な
思
い
出
で
す
。

こ
と
は
大
切
な
思
い
出
で
す
。

な
で
作
り
上
げ
る
事
が
で
き
た

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
英

て
学
会
で一つ
の
賞
を
い
た
だ
く

意
し
て
い
た
だ
き
、結
果
と
し

に
学
会
で
発
表
す
る
機
会
を
用

習
。
挫
折
も
、苦
難
も
数
え
ら

習
。
挫
折
も
、苦
難
も
数
え
ら

れ
ぬ
実
験
器
具
を
使
っ
て
の
実

れ
ぬ
実
験
器
具
を
使
っ
て
の
実

筋
縄
で
は
い
か
な
い
課
題
、慣

た
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

5
年
間
共
に
過
ご

し
た
友
人
た
ち
、剣
道
部
の
後

し
た
友
人
た
ち
、剣
道
部
の
後

年
間
共
に
過
ご

た
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、友
達
と
協
力
し
て
乗

こ
と
は
大
切
な
思
い
出
で
す
。

五
年
間
大
変
だ
と
思
う
事
は

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、今
と
な
っ

て
は
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
て
来

れ
ぬ
実
験
器
具
を
使
っ
て
の
実

習
。
挫
折
も
、苦
難
も
数
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
あ
っ
た
。
し
か
し

そ
れ
で
も
諦
め
ず
、友
人
や
指

て
も
有
意
義
な
経
験
を
多
く
得

4
5

の
担
任
の
先
生
と
の
出
会
い
も

私
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
も
の

意
し
て
い
た
だ
き
、結
果
と
し

て
学
会
で一つ
の
賞
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
英

会
話
や
知
ら
な
い
所
に
行
く
の

が
、友
達
と
協
力
し
て
乗

が
、友
達
と
協
力
し
て
乗

か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

私
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
も
の

の
担
任
の
先
生
と
の
出
会
い
も

の
担
任
の
先
生
と
の
出
会
い
も

5

て
も
有
意
義
な
経
験
を
多
く
得

て
は
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
て
来

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、今
と
な
っ

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、今
と
な
っ

五
年
間
大
変
だ
と
思
う
事
は

五
年
間
大
変
だ
と
思
う
事
は

こ
と
は
大
切
な
思
い
出
で
す
。

会
話
や
知
ら
な
い
所
に
行
く
の

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
英

て
学
会
で一つ
の
賞
を
い
た
だ
く

意
し
て
い
た
だ
き
、結
果
と
し

れ
な
い
ほ
ど
あ
っ
た
。
し
か
し

習
。
挫
折
も
、苦
難
も
数
え
ら

習
。
挫
折
も
、苦
難
も
数
え
ら

れ
ぬ
実
験
器
具
を
使
っ
て
の
実

年
間
共
に
過
ご

し
た
友
人
た
ち
、剣
道
部
の
後

輩
・
先
輩
方
、授
業
や
実
験
な

輩
・
先
輩
方
、授
業
や
実
験
な

し
た
友
人
た
ち
、剣
道
部
の
後

年
間
共
に
過
ご

が
、友
達
と
協
力
し
て
乗

五
年
間
大
変
だ
と
思
う
事
は

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、今
と
な
っ

て
は
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
て
来

て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て
い

習
。
挫
折
も
、苦
難
も
数
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
あ
っ
た
。
し
か
し

そ
れ
で
も
諦
め
ず
、友
人
や
指

導
員
、両
親
、数
え
切
れ
な
い
ほ

年
生
で

の
担
任
の
先
生
と
の
出
会
い
も

私
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
も
の

で
、就
職
希
望
で
い
な
が
ら
や

て
学
会
で一つ
の
賞
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
英

会
話
や
知
ら
な
い
所
に
行
く
の

は
嫌
い
で
し
た
が
、海
外
で
現

が
、友
達
と
協
力
し
て
乗

で
、就
職
希
望
で
い
な
が
ら
や

私
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
も
の

私
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
も
の

の
担
任
の
先
生
と
の
出
会
い
も

の
担
任
の
先
生
と
の
出
会
い
も

年
生
で

て
は
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
て
来

て
は
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
て
来

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、今
と
な
っ

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、今
と
な
っ

五
年
間
大
変
だ
と
思
う
事
は

は
嫌
い
で
し
た
が
、海
外
で
現

会
話
や
知
ら
な
い
所
に
行
く
の

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
英

て
学
会
で一つ
の
賞
を
い
た
だ
く

そ
れ
で
も
諦
め
ず
、友
人
や
指

れ
な
い
ほ
ど
あ
っ
た
。
し
か
し

習
。
挫
折
も
、苦
難
も
数
え
ら

し
た
友
人
た
ち
、剣
道
部
の
後

輩
・
先
輩
方
、授
業
や
実
験
な

ど
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先

ど
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先

ど
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先

輩
・
先
輩
方
、授
業
や
実
験
な

し
た
友
人
た
ち
、剣
道
部
の
後

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、今
と
な
っ

て
は
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
て
来

て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て
い

ま
す
。
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

れ
な
い
ほ
ど
あ
っ
た
。
し
か
し

そ
れ
で
も
諦
め
ず
、友
人
や
指

導
員
、両
親
、数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
沢
山
の
人
に
支
え
ら
れ
励
ま

の
担
任
の
先
生
と
の
出
会
い
も

私
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
も
の

で
、就
職
希
望
で
い
な
が
ら
や

り
た
い
こ
と
の
中
々
決
ま
ら
な

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
英

会
話
や
知
ら
な
い
所
に
行
く
の

は
嫌
い
で
し
た
が
、海
外
で
現

地
学
生
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で

り
た
い
こ
と
の
中
々
決
ま
ら
な

で
、就
職
希
望
で
い
な
が
ら
や

で
、就
職
希
望
で
い
な
が
ら
や

私
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
も
の

私
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
も
の

の
担
任
の
先
生
と
の
出
会
い
も

の
担
任
の
先
生
と
の
出
会
い
も

て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て
い

て
は
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
て
来

て
は
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
て
来

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、今
と
な
っ

地
学
生
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で

は
嫌
い
で
し
た
が
、海
外
で
現

会
話
や
知
ら
な
い
所
に
行
く
の

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
英

導
員
、両
親
、数
え
切
れ
な
い
ほ

そ
れ
で
も
諦
め
ず
、友
人
や
指

れ
な
い
ほ
ど
あ
っ
た
。
し
か
し

輩
・
先
輩
方
、授
業
や
実
験
な

ど
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先

生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ど
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先

ど
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先

輩
・
先
輩
方
、授
業
や
実
験
な

て
は
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
て
来

て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て
い

ま
す
。
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、私
を
支
え
て

そ
れ
で
も
諦
め
ず
、友
人
や
指

導
員
、両
親
、数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
沢
山
の
人
に
支
え
ら
れ
励
ま

さ
れ
、何
と
か
今
日
ま
で
来
る

私
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
も
の

で
、就
職
希
望
で
い
な
が
ら
や

り
た
い
こ
と
の
中
々
決
ま
ら
な

い
私
に
、限
ら
れ
た
時
間
の
中

会
話
や
知
ら
な
い
所
に
行
く
の

は
嫌
い
で
し
た
が
、海
外
で
現

地
学
生
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で

問
題
解
決
に
取
り
組
む
と
い
う

い
私
に
、限
ら
れ
た
時
間
の
中

り
た
い
こ
と
の
中
々
決
ま
ら
な

り
た
い
こ
と
の
中
々
決
ま
ら
な

で
、就
職
希
望
で
い
な
が
ら
や

で
、就
職
希
望
で
い
な
が
ら
や

私
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
も
の

私
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
も
の

ま
す
。
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て
い

て
は
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
て
来

問
題
解
決
に
取
り
組
む
と
い
う

地
学
生
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で

は
嫌
い
で
し
た
が
、海
外
で
現

会
話
や
知
ら
な
い
所
に
行
く
の

ど
沢
山
の
人
に
支
え
ら
れ
励
ま

導
員
、両
親
、数
え
切
れ
な
い
ほ

そ
れ
で
も
諦
め
ず
、友
人
や
指

ど
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先

生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ど
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先

ど
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先

て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て
い

ま
す
。
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、私
を
支
え
て

く
れ
た
皆
さ
ん
、あ
り
が

導
員
、両
親
、数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
沢
山
の
人
に
支
え
ら
れ
励
ま

さ
れ
、何
と
か
今
日
ま
で
来
る

こ
と
が
出
来
た
。

で
、就
職
希
望
で
い
な
が
ら
や

り
た
い
こ
と
の
中
々
決
ま
ら
な

い
私
に
、限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
じ
っ
く
り
と
、か
つ
親
身
に
付

は
嫌
い
で
し
た
が
、海
外
で
現

地
学
生
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で

問
題
解
決
に
取
り
組
む
と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
こ
と
を
知

で
じ
っ
く
り
と
、か
つ
親
身
に
付

い
私
に
、限
ら
れ
た
時
間
の
中

い
私
に
、限
ら
れ
た
時
間
の
中

り
た
い
こ
と
の
中
々
決
ま
ら
な

り
た
い
こ
と
の
中
々
決
ま
ら
な

で
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C O N G R A T U L A T I O N S

す
べ
て
に
感
謝

電
気
電
子
工
学
科
卒
業
生
外
崎
涼
介

《
母
》外
崎
和
歌
子

卒
業
生
の
皆
様
、ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
ま
で
共
に
学
ん
で
き
た
仲
間
と
、こ
の
春
か
ら
は
別
々
の
道
を
歩

い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

入
学
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
日
々
、学
生
の
皆
さ
ん
も
ご
家
族
の

皆
さ
ん
も
、様
々
な
思
い
が
今
よ
み
が
え
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

地
域
柄
、生
ま
れ
て
か
ら
保
育
所
、小
・
中
学
校
と
十
五
年
間
ず
っ

と
同
じ
顔
ぶ
れ
で
、ク
ラ
ス
替
え
も
な
く
ひ
と
ク
ラ
ス
で
過
ご
し
て
き
た

こ
と
に
対
し
て
、今
後
の
息
子
の
社
会
性
へ
の
危
惧
が
あ
り
ま
し
た
。
一

度
こ
の
状
況
か
ら
脱
却
さ
せ
、ま
し
て
や
親
元
か
ら
も
離
し
て
み
て
、

様
々
な
経
験
を
積
ん
で
成
長
し
て
欲
し
い
、と
い
う
親
の
思
い
と
、本
人

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
へ
の
志
し
が
合
致
し
、苫
小
牧
高
専
へ
の
進
学
に
い
た
り
ま

し
た
。

寮
に
入
っ
て
一
年
目
の
G
W
帰
省
中
、中
学
の
頃
か
ら
の
ま
だ
反
抗

期
だ
っ
た
は
ず
の
息
子
か
ら
、『
親
の
あ
り
が
た
み
が
分
か
る
っ
て
、わ

か
る
わ
』
と
の
言
葉
に
、ひ
と
月
足
ら
ず
で
早
く
も
、こ
こ
ま
で
成
長
し

て
く
れ
た
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
も
う
五
年
。

難
し
い
専
門
知
識
の
習
得
に
、時
に
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た
事
も
あ
っ

た
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
中
、頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
の
も
、親
よ
り
も
長
く

寝
食
を
共
に
し
て
き
た
寮
の
友
人
た
ち
や
、ク
ラ
ス
の
仲
間
が
支
え
励

ま
し
合
っ
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。

学
業
の
み
な
ら
ず
、人
と
し
て
大
切
な
こ
と
、一
生
の
友
と
出
会
え
た

こ
と
、高
専
生
活
で
養
わ
れ
た
、経
験
値
す
べ
て
は
、自
分
の
血
と
な
り

肉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
自
分
を
形
成
し
て
い
く
上
で
、何
ひ
と
つ
無
駄
な
こ
と

な
ど
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
ら
を
糧
に
、社
会
に
出
て
か
ら
も

自
信
を
持
っ
て
、そ
し
て
責
任
も
持
っ
て
歩
ん
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

人
生
の
財
産
に
な
っ
た
高
専
生
活
を
胸
に
、こ
れ
か
ら
出
会
う
す
べ

て
の
人
に
、出
来
事
に
、感
謝
で
き
る
人
間
に
な
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
五
年
間
、た
く
さ
ん
の
知
識
と
道
筋
を
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
や
寮
務
の
方
々
、学
校
職
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

旅
立
つ
娘
へ

情
報
工
学
科
卒
業
生
五
十
嵐
和
泉

《
父
》五
十
嵐
重
信

「
ど
こ
の
高
校
を
受
け
れ
ば
い
い
の
？
」

「
・
・
・
。」

高
校
受
験
の
段
階
で
春
か
ら
の
私
の
勤

務
地
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、あ
な
た

に
は
少
し
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
ま
し
た
。
そ

し
て
、か
す
か
に
思
い
描
く
自
分
の
将
来
像

と
女
子
寮
が
完
備
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
苫
小
牧
高
専
へ
の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

5
年
間
、き
っ
と
楽
し
か
っ
た
こ
と
ば
か
り

で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、様
々
な
体

験
を
通
し
て
大
き
く
成
長
し
た
あ
な
た
の

姿
が
嬉
し
い
で
す
。

春
か
ら
は
社
会
人
で
す
。
産
業
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、労
働
力
人
口
の
減
少
、人
工
知
能

の
発
達
等
で
予
想
も
で
き
な
い
未
来
が

待
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
状
況
で
も
苫
小

牧
高
専
で
身
に
付
け
た
知
識
と
技
能
と
人

間
性
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
な
が
ら
、し
な

や
か
に
強
く
生
き
抜
い
て
く
だ
さ
い
。
高

専
を
選
ん
だ
こ
と
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か

は
あ
な
た
の
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
、同

じ
時
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
っ
た
学
友
の

皆
さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

卒 業 生 父 母 か ら の 言 葉
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退
職
に
あ
た
っ
て

昭
和
60
年
よ
り
34
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
間
、楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
の
は
教
職
員
の
皆
様
に
恵
ま
れ
た
こ
と
、そ
し
て
な

ん
と
言
っ
て
も
学
生
諸
君
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
す
。
大

変
、感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
初
め
て
苫
小
牧
市
を
訪

れ
、苫
小
牧
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
移
動
の
途
中
、3
月

で
す
で
に
雪
が
全
く
無
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
こ
と
を

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
当
時
は
周
り
に
建
物
も
ほ

と
ん
ど
無
く
原
野
の
中
に
高
専
だ
け
と
い
っ
た
状
況
で

の
ん
び
り
と
し
た
昭
和
の
風
情
が
ま
だ
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
時
代
は
平
成
に
移
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
展
と

と
も
に
、世
の
中
の
回
転
速
度
が
急
速
に
速
く
な
っ
た

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

終
業
式
の
挨
拶
で
も
話
し
ま
し
た
が
、皆
さ
ん
は
物

心
つ
い
た
頃
に
す
で
に
こ
の
流
れ
の
中
に
い
る
の
で
気

づ
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、個
人
レ
ベ
ル
で
言
う
と

こ
の
流
れ
に
つ
い
て
行
く
こ
と
は
難
し
い
と
感
じ
ま
す
。

時
に
は
周
り
に
流
さ
れ
た
り
自
分
を
見
失
っ
た
り
し

た
と
し
て
も
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
時
こ
そ
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
自
分
と
向
き
合
う
時

間
を
ぜ
ひ
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、本
当
に
や
り

た
い
こ
と
を
見
つ
け
た
ら
努
力
あ
る
の
み
で
す
。

皆
さ
ん
に
は
若
さ
が
あ
り
ま
す
。
可
能
性
は
無
限

大
で
す
。
陰
な
が
ら
、皆
さ
ん
の
活
躍
を
心
よ
り
お
祈

り
し
て
い
ま
す
。
長
き
に
渡
り
本
当
に
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

創造工学科
総合自然科学系

教　授

上木政美

退
職
に
あ
た
っ
て

昭
和
45
年
に
苫
小
牧
高
専
工
業
化
学
科
に
入
学

し
、平
成
2
年
か
ら
は
今
度
は
教
え
る
立
場

で
本
校
に
着
任
し
ま
し
た
。
合
計
34
年
間
本
校
に
在

籍
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
人
格
は
、蒼
冥
寮
で
過
ご
し
た
5
年
間
に

出
会
っ
た
個
性
豊
か
な
多
く
の
友
人
や
、専
門
知
識
ば

か
り
で
な
く
人
間
と
し
て
の
在
り
方
を
折
に
触
れ
て

教
え
て
下
さ
っ
た
先
生
達
の
お
蔭
で
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
振
り
返
っ
て
、自
分
が
ど
れ
だ
け
学
生
を
育
て

る
こ
と
が
で
き
た
か
を
考
え
る
と
忸
怩
た
る
思
い
が

あ
り
ま
す
が
、多
く
の
教
職
員
の
皆
様
と
優
秀
な
学

生
諸
君
の
お
蔭
で
、大
過
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

心
身
と
も
に
成
長
期
に
あ
る
学
生
達
が
、勉
強
や

ク
ラ
ブ
活
動
で
自
ら
日
々
様
々
な
こ
と
を
吸
収
し
て
変

わ
っ
て
行
く
姿
を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
こ
と
は
幸
せ

で
し
た
。
ま
た
、卒
業
あ
る
い
は
中
退
し
た
学
生
が
元

気
な
顔
を
見
せ
て
、自
分
や
友
人
に
つ
い
て
近
況
報
告

し
て
く
れ
る
姿
は
、大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

本
校
の
更
な
る
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し

て
退
職
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

創造工学科
総合自然科学系

特任教授

山口和美

創造工学科
都市・環境系

特任教授

浦島三朗

退
職
に
あ
た
っ
て

昭
和
51
年
4
月
に
苫
小
牧
高
専
土
木
工
学
科

「
文
部
教
官
助
手
」
と
し
て
採
用
さ
れ
、
平

成
29
年
3
月
に
定
年
を
迎
え
再
雇
用
で
2
年
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
が
、平
成
31
年
3
月
末
で
43
年
間

の
教
員
生
活
を
終
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、高
専
の
独
立
行
政
法
人
化
に
よ
り
教
官

か
ら
教
員
に
、
改
組
に
よ
り
土
木
工
学
科
か
ら
環
境

都
市
工
学
科
、創
造
工
学
科
に
、職
種
も
助
手
か
ら
講

師
、助
教
授
、教
授
、再
雇
用
後
は
特
任
教
授
と
目
ま

ぐ
る
し
く
職
名
が
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、週
5
日

制
や
専
攻
科
設
置
な
ど
大
き
く
変
わ
っ
た
時
期
で
も

あ
り
ま
し
た
。
変
わ
る
た
び
に
色
々
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、周
り
の
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

講
義
、実
験
・
実
習
、設
計
製
図
の
み
な
ら
ず
、課
外

活
動
を
含
め
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
学
生
に
対
し
て
は
、常
に
真
剣
に
接
し
た
毎
日
で

し
た
が
、人
に
教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
常
に
感
じ
て

い
ま
し
た
。

最
後
に
長
い
間
お
世
話
に
な
り
支
え
て
下
さ
っ
た

教
職
員
の
皆
様
、共
に
学
び
あ
っ
て
き
た
卒
業
生
を
含

む
学
生
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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苫小牧高専サテライト「C-base」の紹介
 地域共同研究センター長　須田孝徳

2019年度より、地域共同研究センター長を拝命しました須田です。新米ですので最初はタドタドしい動きとなるかと思いますが、どうかご容赦い

ただけますようよろしくお願いします。

今年度におきましても、本校の従来からの活動である出前授業、公開講座、実験教室「科学のとびら」、COC+（オール北海道雇用創出若者定着プ

ロジェクト）関連事業につきましてはこれまで同様に継続して行っていきます。これらに加えまして、昨年の10月にオープンした苫小牧高専サテライ

ト「C-base（呼び方はシーベース）」を積極的に運用していきます。

「C-base」は地域と本校の架け橋になることを目的に、高専機構の公募事業であるKOSEN4.0事業に応募・採択をきっかけとして設置しました。

「C-base」の設置にあたっては、苫小牧市および苫小牧商工会議所と相談しながら進め、結果としてそれぞれの機関と連携協定を締結するに至ってお

ります。昨年の設置からこれまでの運営にあたり、両機関をはじめ、地域の様々な皆様に多大なご協力をいただいております。

「C-base」が果たすべき役割は、「C」に込められております。具体的には3つの英単語のイニシャルからとりましたのでその由来を以下に示します。

そして「C-base」は、上記の3つの「C」を実行するために、base「基地」として機能させていきます。

この「C-base」を、地域の様々な課題解決や、地域の機関と本校との共同研究や共同教育の拠点になることを目指して運営していきたいと考えて

おります。しかしながら、地域の皆様のために効果を引き出すためには、学外、学内の多くの皆様のご理解とご協力が必要となります。

皆様におかれましては、ぜひ「協働」していただけますよう、どうぞよろしくお願いいたします。

1．Collaboration：支援機関は「協働」しチームになって活動します
〇企業同士や高専・大学等との共同研究および共同事業を「協働」して促進します

※ ここで協働は「同じ目的のために、力をあわせて働くこと」とします。つまり、気持ちや想いを入れて働く、というように捉え、有機的な活

動とします

2．Catalyst：「触媒」として機能します
〇協働した支援機関のチームは企業等の事業を応援し、その成長速度を促進します

3．Come：新しい事業をやりたい人たちが来ていただける「たまり場」を目指します
〇これから起業したい人や様々な課題がある人などが来ていただけるようにします

〇支援機関は苫小牧近郊だけではなくいろんな機関に来ていただけるようにします

地 域 共 同 研 究 セ ン タ ー の 活 動

他 に も た く さ ん の イ ベ ン ト を 開 催 し て い ま す ！

〈出前授業〉
地域貢献の一環として、苫小牧市近郊の小・

中学校や各種団体等に対し、地域の生涯学

習環境の充実に貢献することを目的として出

前授業を実施しています。ドライアイスの実

験やバーチャルリアリティの体験等様々な授

業を展開しています。

苫小牧高専サテライト
「C-base」開設
2018年10月12日に苫小牧高専サテライト

「C-base」を開設し、技術経営相談窓口の運

用を始めました。このC-baseで地元企業等

が抱える課題を発掘し、学生の皆さんの力を

借りて課題解決を目指します。

〈公開講座〉
主に小中学生を対象に、講座を通して「もの
づくり」の楽しさを知ってもらうのがねらいで
す。実際にパソコンを使ってプログラミング
してみたり、実験装置を使って化学実験をし
たりなど、高専での授業が体験出来る講座で
す。理科をはじめとした学問への興味や科学
技術に関心を持ってもらおうと、趣向を凝らし
た様々な講座が展開されています。

〈科学のとびら─苫小牧高専実験教室─〉
イオンモール苫小牧にて行われる大好評のイ

ベントです。テーマごとにブースを設け、スラ

イムを作ってみたり、レーザー加工機を使って

ネームプレートを作ってみたりなど、様々な実

験を実際に体験できる小・中学生向けの科学

教室です。



トタ イ ・ カ セ サ ー 大 学
プイ ン タ ー ン シ ッ 座 談 会

│
今
回
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
よ
う

と
思
っ
た
の
は
な
ぜ
？

金
澤
：
今
ま
で
、ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
E
I
T
・
香

港
T
H
E
i
研
修
と
い
う
「
英
語
を
使
う
」こ

と
に
重
点
を
お
い
た
研
修
に
参
加
し
た
の
で
す

が
、今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、使
う
こ
と
を

前
提
と
し
て
、自
分
の
専
門
分
野
を
英
語
で
話
す

機
会
を
持
て
る
こ
と
か
ら
、自
分
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
と
思
い
応
募
し
ま
し
た
。

石
山
：
香
港
T
H
E
i
研
修
に
も
参
加
し
て
み

て
、単
純
に
タ
イ
も
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
研
究
も
す
る
と
い
う
こ
と
に
多
少
不
安
も

あ
っ
た
け
ど
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

応
募
し
ま
し
た
。

沖
　
：
研
究
が
で
き
る
と
い
う
の
が一番
の
決
め

手
で
。

研
究
が
ど
ん
な
感
じ
な
の
か
、タ
イ
の
電
力
事

情
と
か
を
知
っ
て
自
分
の
研
究
に
活
か
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

斎
藤
：
安
く
長
い
期
間
行
け
る
っ
て
い
う
の
で
興

味
を
持
っ
て
。
た
だ
の
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、研

究
が
で
き
る
の
も
魅
力
で
し
た
。

│
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
振
り
返
っ
て
特
に
印

象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
？

金
澤
：
暑
か
っ
た
こ
と
で
す
。
北
海
道
は
冬
、タ

イ
は
こ
れ
か
ら
夏
に
な
る
と
い
う
時
期
で
温
度
差

が
40
℃
近
く
あ
っ
て
、タ
イ
の
生
活
は
刺
激
的
で

し
た
。

石
山
：
楽
し
か
っ
た
。
観
光
地
も
多
く
て
、カ
セ

サ
ー
ト
大
学
の
学
生
が
い
ろ
い
ろ
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
た
。

金
澤
：
研
究
だ
け
で
は
な
く
、ほ
ぼ
毎
日
ど
こ
か

し
ら
に
行
っ
て
、学
生
と
交
流
し
て
た
。

沖
　
：一番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、豆
乳
を
飲

み
過
ぎ
て
お
腹
を
壊
し
た
こ
と
。
豆
乳
っ
て
摂
取

量
が
あ
る一定
量
を
超
え
る
と
お
腹
を
壊
す
の
を

知
ら
な
く
て
、お
い
し
い
っ
て
た
く
さ
ん
飲
ん
で

し
ま
っ
て
、4
日
間
く
ら
い
寝
込
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。

斎
藤
：
軽
い
熱
中
症
に
な
っ
て
。
お
腹
も
壊
し

て
病
院
に
も
行
っ
た
。
カ
セ
サ
ー
ト
大
学
の
学

生
が
つ
い
て
行
っ
て
く
れ
て
。

│
気
温
差
は
慣
れ
た
？

金
澤
：
首
都
で
冷
房
も
付
い
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
か
っ
た
。
外
も
暑
い
の
は
わ
か
っ
て

い
る
か
ら
、多
少
慣
れ
て
き
た
。

石
山
：
で
も
じ
め
じ
め
は
し
て
い
な
か
っ

た
か
ら
。
嫌
と
い
う
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

│
食
事
は
？

金
澤
：
安
か
っ
た
。
独
特
の
香
辛
料
（
レ
モ
ン
グ

ラ
ス
）と
か
を
多
く
入
れ
ら
れ
る
と
き
つ
か
っ
た
。

一番
お
い
し
か
っ
た
の
は
カ
オ
マ
ン
ガ
イ
。
パ
ッ
タ

イ
も
。

斎
藤
：
辛
か
っ
た
。
タ
イ
風
お
好
み
焼
き
み
た
い

な
の
も
お
い
し
か
っ
た
。

│
研
究
面
で
印
象
に
残
っ
た
の
は
？

金
澤
：
P
C
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
大
前
提
。
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
室
だ
っ
た
が
、自
分
の

P
C
と
学
校
の
環
境
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
い

で
操
作
し
た
り
研
究
し
て
い
た
。
基
本
、自
分
の

P
C
で
実
験
か
ら
報
告
ま
で
行
っ
て
い
た
こ
と
が

印
象
に
残
っ
て
い
る
。
日
本
だ
っ
た
ら
、学
校
が

用
意
す
る
こ
と
が
多
い
け
ど
、タ
イ
は
自
分
で
用

意
す
る
。

石
山
：
事
前
調
査
で
P
C
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
M
A
T
L
A
B
を
使
っ
て
い
る
と

あ
っ
た
け
ど
、大
学
に
行
っ
た
ら
自
分
の
持
っ
て

き
た
P
C
に
M
A
T
L
A
B
が
入
っ
て
い
る
か

と
言
わ
れ
て
。
僕
た
ち
は
学
校
に
あ
る
P
C
に

M
A
T
L
A
B
が
入
っ
て
い
る
の
を
使
っ
て
い
る

の
で
。
ま
ず
、M
A
T
L
A
B
を
自
分
の
P
C
に

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

斎
藤
：
苫
小
牧
高
専
よ
り
も
つ
く
っ
た
も
の
を
製

品
化
す
る
と
い
う
の
が
結
構
具
体
的
な
と
こ
ろ
ま

で
進
ん
で
い
た
。

金
澤
：
企
業
と
の
共
同
研
究
が
多
か
っ
た
。
大
学

の
規
模
を
利
用
し
て
、企
業
と一緒
に
や
っ
て
い
た

印
象
。
産
業
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
結
果
が
す

ぐ
社
会
に
貢
献
す
る
よ
う
な
研
究
が
比
較
的
多

か
っ
た
か
な
。

2019年2月23日㈯～3月19日㈫の計25日間（本科5年は12日㈫の計18日間）、学術交流協定校であるタイ・カセサート大学学
生インターンシップ派遣が行われました。その参加者4名で座談会を行いました。

電子・生産
システム工学専攻1年

沖　駿吾

環境システム
工学専攻1年

斎藤大志

電子・生産
システム工学専攻2年

石山柊斗

電子・生産
システム工学専攻2年
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│
事
前
に
ど
ん
な
準
備
を
し
ま
し
た
か
？

石
山
：
ど
ん
な
研
究
室
に
入
る
な
ど
の
事
前
情

報
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
普
段
通
り
。

金
澤
：
も
と
も
と
進
学
用
に
T
O
E
I
C
の
勉

強
は
し
て
い
た
け
ど
。
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
が
あ
っ

た
方
が
い
い
。
わ
か
ら
な
い
単
語
を
自
分
の
知
っ

て
い
る
単
語
に
言
い
換
え
る
の
が
難
し
か
っ
た
。

石
山
：
言
っ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
て
も
単

語
が
出
て
こ
な
い
と
か
が
あ
っ
た
。

│
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
準
備
は
何
？

金
澤
：
発
音
練
習
。
学
校
で
は
リ
ス
ニ
ン
グ・リ
ー

デ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て
い
た
け
ど
。

沖
　
：
何
の
研
究
を
す
る
の
か
が
事
前
に
分
か
っ

て
い
た
ら
、そ
の
準
備
が
出
来
た
な
、と
。
実
際
カ

セ
サ
ー
ト
大
学
に
行
っ
て
驚
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
。

金
澤
：
前
も
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て

い
れ
ば
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
い
た
か
な
。

石
山
：
ど
ん
な
タ
イ
語
知
っ
て
る
？
と
よ
く
聞
か

れ
た
。

金
澤
：
タ
イ
語
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
の
が

申
し
訳
な
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
覚
え
て
い
た
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
円
滑
に
進
ん

だ
か
な
。

斎
藤
：
学
校
内
だ
と
英
語
が
通
じ
る
け
ど
、

タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
を
利
用
す
る
際
は
英
語

が
通
じ
な
か
っ
た
。

│
今
だ
か
ら
話
せ
る
失
敗
談
な
ど
は
あ

り
ま
す
か
？

斎
藤
：
観
光
地
で
タ
ク
シ
ー
に
ぼ
っ
た
く
ら
れ
た

こ
と
か
な
。

金
澤
：
断
る
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た
の
も
あ
っ

て
。
そ
う
い
う
の
を
う
ま
く
出
来
た
ら
っ
て
い
う

後
悔
が
あ
っ
た
か
な
。
相
場
を
知
っ
て
た
ら
。

沖
　
：
虫
刺
さ
れ
対
策
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

か
な
。
刺
さ
れ
た
箇
所
が
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
も

数
週
間
腫
れ
て
い
て
。

金
澤
：
お
酒
を
飲
み
に
行
く
機
会
が
何
度
か
あ
っ

て
。
タ
イ
料
理
も
お
い
し
く
て
、暑
い
の
も

あ
っ
て
喉
も
渇
い
て
飲
ん
で
い
た
ら
、身

動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
て
寮
ま
で
担
い
で

も
ら
っ
た
こ
と
か
な
。

│
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
得
た
も
の

は
何
で
す
か
？

金
澤
：
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

向
上
し
た
。
L
I
N
E
の
や
り
取
り
を
苦

も
な
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お
互
い
の

出
来
事
を
L
I
N
E
し
あ
う
仲
間
が
で
き

た
。
今
ま
で
は
翻
訳
を
使
っ
て
文
を
訳
す
レ

ベ
ル
だ
っ
た
け
ど
、見
な
い
で
も
打
て
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、電
話
で
会
話
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

石
山
：
今
回
仲
良
く
し
て
も
ら
っ
た
学
生
の
中
に

北
海
道
に
遊
び
に
く
る
学
生
が
い
て
、案
内
し
て

あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

沖
　
：
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
を
さ

せ
て
も
ら
っ
て
、A
I
が
使
え
る
こ
と
を
実
感
し

た
。

金
澤
：
今
回
の
研
究
テ
ー
マ
が
、生
態
系
と
電
気

を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
も
の
で
、そ
う
い
う
研

究
に
ふ
れ
合
っ
て
興
味
を
持
っ
た
の
で
、進
学
先
を

変
更
す
る
こ
と
に
し
た
。

│
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
考
え
て
い
る
後
輩
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
は
？

金
澤
：
英
語
を
と
に
か
く
使
う
こ
と
。
日
本
人

同
士
で
も
英
語
で
話
し
た
り
、S
N
S
に
英
語
で

ア
ッ
プ
し
た
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
と
か
で
話
し

て
み
る
。
自
分
の
発
音
の
悪
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る

か
ら
。
あ
と
、自
分
の
研
究
を
ち
ゃ
ん
と
理
解
し

て
お
く
こ
と
か
な
。
自
分
の
研
究
に
つ
い
て
話
し

て
い
て
、予
想
外
の
方
向
か
ら
意
見
が
あ
っ
た
場

合
に
会
話
に
詰
ま
っ
た
り
し
た
の
で
。
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ど
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？
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？
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？
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ど
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？
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ど
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有
馬
先
生
か
ら一言

短
い
期
間
だ
っ
た
け
ど
、研
究
面
で
も
英
語

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
面
で
も
非
常
に
充

実
し
て
い
た
よ
う
で
、英
語
の
壁
を
恐
れ

ず
学
生
と
仲
良
く
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
た

の
が
見
て
い
て
う
ら
や
ま
し
い
な
、と
。

今
回
、文
化
の
違
い
で
あ
っ
た
り
、英
語
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
り
、研
究
の

基
礎
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
り
と
身
を

持
っ
て
体
験
し
た
と
思
う
の
で
、こ
の
経
験

を
活
か
し
て
欲
し
い
な
。
後
輩
た
ち
に
も

経
験
を
ぜ
ひ
伝
え
て
、ひ
っ
ぱ
り
あ
げ
て
欲

し
い
で
す
。

：
タ
イ
語
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
の
が

：
タ
イ
語
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
の
が

：
タ
イ
語
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
の
が

：
タ
イ
語
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
の
が

：
タ
イ
語
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
の
が

：
タ
イ
語
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
の
が

：
タ
イ
語
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
の
が

：
タ
イ
語
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
の
が

：
タ
イ
語
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
の
が

申
し
訳
な
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
覚
え
て
い
た
ら
コ

申
し
訳
な
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
覚
え
て
い
た
ら
コ

申
し
訳
な
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
覚
え
て
い
た
ら
コ

申
し
訳
な
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
覚
え
て
い
た
ら
コ

申
し
訳
な
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
覚
え
て
い
た
ら
コ

申
し
訳
な
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
覚
え
て
い
た
ら
コ

申
し
訳
な
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
覚
え
て
い
た
ら
コ

申
し
訳
な
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
覚
え
て
い
た
ら
コ

申
し
訳
な
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
覚
え
て
い
た
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
円
滑
に
進
ん

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
円
滑
に
進
ん

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
円
滑
に
進
ん

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
円
滑
に
進
ん

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
円
滑
に
進
ん

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
円
滑
に
進
ん

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
円
滑
に
進
ん

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
円
滑
に
進
ん

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
円
滑
に
進
ん

：
学
校
内
だ
と
英
語
が
通
じ
る
け
ど
、

：
学
校
内
だ
と
英
語
が
通
じ
る
け
ど
、

：
学
校
内
だ
と
英
語
が
通
じ
る
け
ど
、

：
学
校
内
だ
と
英
語
が
通
じ
る
け
ど
、

：
学
校
内
だ
と
英
語
が
通
じ
る
け
ど
、

今
だ
か
ら
話
せ
る
失
敗
談
な
ど
は
あ

今
だ
か
ら
話
せ
る
失
敗
談
な
ど
は
あ

今
だ
か
ら
話
せ
る
失
敗
談
な
ど
は
あ

今
だ
か
ら
話
せ
る
失
敗
談
な
ど
は
あ

今
だ
か
ら
話
せ
る
失
敗
談
な
ど
は
あ

：
観
光
地
で
タ
ク
シ
ー
に
ぼ
っ
た
く
ら
れ
た

：
観
光
地
で
タ
ク
シ
ー
に
ぼ
っ
た
く
ら
れ
た

：
観
光
地
で
タ
ク
シ
ー
に
ぼ
っ
た
く
ら
れ
た

：
観
光
地
で
タ
ク
シ
ー
に
ぼ
っ
た
く
ら
れ
た

：
観
光
地
で
タ
ク
シ
ー
に
ぼ
っ
た
く
ら
れ
た

：
観
光
地
で
タ
ク
シ
ー
に
ぼ
っ
た
く
ら
れ
た

：
観
光
地
で
タ
ク
シ
ー
に
ぼ
っ
た
く
ら
れ
た

：
観
光
地
で
タ
ク
シ
ー
に
ぼ
っ
た
く
ら
れ
た

：
観
光
地
で
タ
ク
シ
ー
に
ぼ
っ
た
く
ら
れ
た

：
断
る
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た
の
も
あ
っ

：
断
る
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た
の
も
あ
っ

：
断
る
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た
の
も
あ
っ

：
断
る
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た
の
も
あ
っ

：
断
る
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た
の
も
あ
っ

：
断
る
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た
の
も
あ
っ

：
断
る
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た
の
も
あ
っ

：
断
る
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た
の
も
あ
っ

て
。
そ
う
い
う
の
を
う
ま
く
出
来
た
ら
っ
て
い
う

て
。
そ
う
い
う
の
を
う
ま
く
出
来
た
ら
っ
て
い
う

て
。
そ
う
い
う
の
を
う
ま
く
出
来
た
ら
っ
て
い
う

て
。
そ
う
い
う
の
を
う
ま
く
出
来
た
ら
っ
て
い
う

て
。
そ
う
い
う
の
を
う
ま
く
出
来
た
ら
っ
て
い
う

て
。
そ
う
い
う
の
を
う
ま
く
出
来
た
ら
っ
て
い
う

て
。
そ
う
い
う
の
を
う
ま
く
出
来
た
ら
っ
て
い
う

て
。
そ
う
い
う
の
を
う
ま
く
出
来
た
ら
っ
て
い
う

て
。
そ
う
い
う
の
を
う
ま
く
出
来
た
ら
っ
て
い
う

後
悔
が
あ
っ
た
か
な
。
相
場
を
知
っ
て
た
ら
。

後
悔
が
あ
っ
た
か
な
。
相
場
を
知
っ
て
た
ら
。

後
悔
が
あ
っ
た
か
な
。
相
場
を
知
っ
て
た
ら
。

後
悔
が
あ
っ
た
か
な
。
相
場
を
知
っ
て
た
ら
。

：
虫
刺
さ
れ
対
策
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

：
虫
刺
さ
れ
対
策
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

：
虫
刺
さ
れ
対
策
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

：
虫
刺
さ
れ
対
策
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

：
虫
刺
さ
れ
対
策
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

：
虫
刺
さ
れ
対
策
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

：
虫
刺
さ
れ
対
策
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

：
虫
刺
さ
れ
対
策
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

：
虫
刺
さ
れ
対
策
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

か
な
。
刺
さ
れ
た
箇
所
が
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
も

か
な
。
刺
さ
れ
た
箇
所
が
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
も

か
な
。
刺
さ
れ
た
箇
所
が
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
も

か
な
。
刺
さ
れ
た
箇
所
が
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
も

か
な
。
刺
さ
れ
た
箇
所
が
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
も

か
な
。
刺
さ
れ
た
箇
所
が
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
も

か
な
。
刺
さ
れ
た
箇
所
が
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
も

か
な
。
刺
さ
れ
た
箇
所
が
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
も

か
な
。
刺
さ
れ
た
箇
所
が
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
も

：
お
酒
を
飲
み
に
行
く
機
会
が
何
度
か
あ
っ

：
お
酒
を
飲
み
に
行
く
機
会
が
何
度
か
あ
っ

：
お
酒
を
飲
み
に
行
く
機
会
が
何
度
か
あ
っ

：
お
酒
を
飲
み
に
行
く
機
会
が
何
度
か
あ
っ

：
お
酒
を
飲
み
に
行
く
機
会
が
何
度
か
あ
っ

：
お
酒
を
飲
み
に
行
く
機
会
が
何
度
か
あ
っ

：
お
酒
を
飲
み
に
行
く
機
会
が
何
度
か
あ
っ

：
お
酒
を
飲
み
に
行
く
機
会
が
何
度
か
あ
っ

：
お
酒
を
飲
み
に
行
く
機
会
が
何
度
か
あ
っ

て
。
タ
イ
料
理
も
お
い
し
く
て
、暑
い
の
も

て
。
タ
イ
料
理
も
お
い
し
く
て
、暑
い
の
も

て
。
タ
イ
料
理
も
お
い
し
く
て
、暑
い
の
も

て
。
タ
イ
料
理
も
お
い
し
く
て
、暑
い
の
も

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
得
た
も
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
得
た
も
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
得
た
も
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
得
た
も
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
得
た
も
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
得
た
も
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
得
た
も
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
得
た
も
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
得
た
も
の

：
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

：
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

：
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

：
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

：
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

：
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

の
や
り
取
り
を
苦

の
や
り
取
り
を
苦

の
や
り
取
り
を
苦

の
や
り
取
り
を
苦

の
や
り
取
り
を
苦

も
な
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お
互
い
の

も
な
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お
互
い
の

も
な
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お
互
い
の

し
あ
う
仲
間
が
で
き

し
あ
う
仲
間
が
で
き

し
あ
う
仲
間
が
で
き

し
あ
う
仲
間
が
で
き

し
あ
う
仲
間
が
で
き

し
あ
う
仲
間
が
で
き

た
。
今
ま
で
は
翻
訳
を
使
っ
て
文
を
訳
す
レ

た
。
今
ま
で
は
翻
訳
を
使
っ
て
文
を
訳
す
レ

た
。
今
ま
で
は
翻
訳
を
使
っ
て
文
を
訳
す
レ

た
。
今
ま
で
は
翻
訳
を
使
っ
て
文
を
訳
す
レ

た
。
今
ま
で
は
翻
訳
を
使
っ
て
文
を
訳
す
レ

ベ
ル
だ
っ
た
け
ど
、見
な
い
で
も
打
て
る
よ
う

ベ
ル
だ
っ
た
け
ど
、見
な
い
で
も
打
て
る
よ
う

ベ
ル
だ
っ
た
け
ど
、見
な
い
で
も
打
て
る
よ
う

ベ
ル
だ
っ
た
け
ど
、見
な
い
で
も
打
て
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、電
話
で
会
話
で
き
る
よ
う
に

に
な
っ
た
り
、電
話
で
会
話
で
き
る
よ
う
に

に
な
っ
た
り
、電
話
で
会
話
で
き
る
よ
う
に

に
な
っ
た
り
、電
話
で
会
話
で
き
る
よ
う
に

に
な
っ
た
り
、電
話
で
会
話
で
き
る
よ
う
に

12 高専通信Vol.151



平成30年度本科卒業生及び専攻科修了者の進路状況について
平成30年度卒業者進路状況

学科 機械工学科 電気電子工学科 情報工学科 物質工学科 環境都市工学科 合計
求人会社数 695 739 549 418 483 2,884

卒業者数
男 35 37 24 31 40 167
女 5 2 11 10 3 31

進学者数
男 11 16 9 10 19 65
女 0 0 1 3 2 6

企業等
男 25 21 14 21 19 100
女 4 2 10 6 1 23

公務員
男 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0

進学先

室蘭工業大学
秋田大学
東京大学
長岡技術科学大学(3)
苫小牧高専専攻科(5)

室蘭工業大学(2)
岩手大学
千葉大学
東京農工大学
長岡技術科学大学(4)
豊橋技術科学大学(2)
苫小牧高専専攻科(5)

室蘭工業大学
北見工業大学(2)
長岡技術科学大学(2)
豊橋技術科学大学
苫小牧高専専攻科(3)
札幌市立大学

北海道大学(2)
帯広畜産大学
新潟大学
苫小牧高専専攻科(9)

北海道大学(2)
室蘭工業大学(5)
北見工業大学
弘前大学
金沢大学
千葉大学
香川大学
長岡技術科学大学(3)
豊橋技術科学大学(2)
苫小牧高専専攻科(4)

就職先

ANAエンジンテクニクス㈱
ANAベースメンテナンステクニクス㈱
ANAラインメンテナンステクニクス㈱(2)
SUBARUテクノ㈱
オリンパス㈱
カルビー㈱　北海道工場
キリンビバレッジ㈱
サントリービール㈱
サントリープロダクツ㈱
ソニーストレージメディアマニュファクチュアリング㈱
パーソルR&D㈱
パナソニック㈱ オートモーティブ＆インダストリアルシステムズ社
ファナック㈱
旭化成㈱
㈱荏原製作所
㈱日立パワーソリューションズ
成田空港給油施設㈱
大阪ガス㈱
電源開発㈱
 （独）国立印刷局
日軽北海道㈱
日鉄住金テックスエンジ㈱
日本貨物鉄道㈱ 関西支社
日本貨物鉄道㈱ 北海道支社
日本空港テクノ㈱
日本原燃㈱
㈱日立ハイテクフィールディング
北海道エア・ウォーター㈱

ＪＸエンジニアリング㈱
ＫＤＤＩエンジニアリング㈱
出光興産㈱
キヤノン㈱
コニカミノルタジャパン㈱
ダイキン工業㈱
中部電力㈱
日本電気計器検定所北海道支社
富士通㈱
フジテック㈱
北海電気工事㈱
丸茂電機㈱
三菱電機ビルテクノサービス㈱
ユニチカ㈱
㈱ＮＨＫメディアテクノロジー
㈱ＮＴＴファシリティーズ北海道
㈱タマディック
㈱つうけん
㈱ドコモＣＳ北海道
㈱日立ハイテクフィールディング
㈱日立パワーソリューションズ
㈱安川電機
北海道電力㈱

NTTコムソリューションズ㈱
NTT東日本グループ
アドバンスドプランニング㈱
ウェルネット㈱(2)
エヌアイシーネットシステム㈱
キヤノンシステムアンドサポート㈱(2)
キヤノン㈱
クオリサイトテクノロジーズ㈱
ソニーエンジニアリング㈱
㈱CIJ
㈱DNPデジタルソリューションズ
㈱JALエンジニアリング
㈱NTTデータMSE
㈱NTTデータフロンティア
㈱ジェイマックスシステム
㈱セゾン情報システムズ
㈱テクノラボ
㈱ハイマックス
東海旅客鉄道㈱
日鉄住金テックスエンジ㈱
日本空港テクノ㈱
富士通㈱

DIC北日本ポリマ㈱
JSR㈱
キリンビバレッジ㈱
サントリーホールディングス㈱
ニプロ㈱
メビウスパッケージング㈱
ライオン㈱
一般財団法人材料科学技術振興財団
一般社団法人日本血液製剤機構
王子製紙㈱
花王㈱(2)
㈱三井化学分析センター
㈱大塚製薬工場
三井化学㈱
三洋化成㈱
柴田科学㈱
出光興産㈱(2)
大日精化工業㈱
第一工業製薬㈱
第一三共ケミカルファーマ㈱
東レ㈱
東邦化学㈱
東洋インキSCホールディングス㈱
日東電工㈱
日本触媒㈱

伊藤組土建㈱
エヌ・ティ・ティ・インフラネット㈱(2)
五洋建設㈱(2)
昭和シェル石油㈱
大日本土木㈱
東急建設㈱
戸田建設㈱(2)
内外エンジニアリング北海道㈱
日特建設㈱
東日本高速道路㈱
東日本旅客鉄道㈱
㈱シビテック
㈱錢高組
㈱ネクスコ・エンジニアリング北海道
㈱北海道水工コンサルタンツ
㈱横河システム建築
東海旅客鉄道㈱

平成30年度修了者進路状況
専攻 電子生産システム工学専攻 環境システム工学専攻 合計

求人会社数 573 395 968

修了者数
男 16 3 19
女 0 5 5

進学者数
男 4 1 5
女 0 1 1

企業等
男 12 2 14
女 2 4 6

公務員
男 0 0 0
女 0 0 0

進学先 北海道大学大学院(2)
長岡技術科学大学大学院(2)

北海道大学大学院
山梨大学大学院

就職先

キヤノンシステムアンドサポート㈱
グリー㈱
コマツ 建機マーケティング本部　
ソニーエンジニアリング㈱
パナソニック㈱　ＡＩＳ社
フジテック㈱
ヤフー㈱
㈱グロービス
㈱ダイナックス
㈱牧野フライス製作所
三菱電機プラントエンジニアリング㈱
富士電機㈱

旭化成㈱
出光興産㈱
王子製紙㈱
花王㈱
東海物産㈱
北海道住電精密㈱
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平 成30年度の進路状況の特徴としては、本科生対象の求人会社数が7年連
続で順調に増加（平成30年度は2,884社、平成29年度は2,668社、平成

28年度は2,418社、平成27年度は2,256社、平成26年度は2,069社）し、また専攻
科生の求人会社数も例年に増して高水準を維持（平成30年度は968社,平成29
年度は940社）していることにあります。これは本校の卒業生の活躍が企業や大
学に高く評価された結果と考えております。また、本科生198名（内31名が女子）
の卒業者の進路は、30名が道内就職、93名が道外就職、75名が進学する結果とな
り、道内就職率の低下が見られる結果となりました。

本校の学生は、これからの困難な時代を地域社会や企業のなかでリーダーとし
て生きていかなければなりません。そのためにも、仕事に対する自己イメージを持
たせるような教育は重要であり、いくつになっても常に自分自身のキャリア・デザ
インができるような素地をこの高専の在学中に作ることが必要と考えております。
このようなことを踏まえ、本校では、キャリア講話や創造工学の授業を通して、コ
ミュニケーション力、協調性、多様な価値観への理解、将来の先見性、自分自身の理
解など、社会で必要な力を持ってもらえるように、「組織的」「系統的」なキャリア
教育の一層の推進に取り組んでまいります。

最後に卒業してOBになった皆様にもお気軽にお越しいただける場所を目指して
います。皆様のご来校を心よりお待ち申し上げます。

キャリア教育センター長　山下　徹



教育理念・学習目標等（平成25年4月改定）

教 育 理 念
豊かな人間性および自主自律の精神を育成し、

技術者に必要な知・徳・体のバランスのとれた成長を促し、
社会の発展のために活躍できる人材を育てる。

本科学生の学習目標
Ⅰ 人間性： 正課、行事、課外活動等を通して、豊かな人間性と教養および自主自

律の精神を身につける。
Ⅱ 実践性： 創造力の基礎として、実践力および将来に向けて自らを向上させる

学習習慣を身につける。
Ⅲ 国際性： 世界に目を向ける姿勢と教養およびコミュニケーションの基礎能力

を身につける。

専攻科学生の学習目標
Ⅰ 人間性： 正課、校外活動等を通して、豊かな人間性と教養および広い視野を

身につける。
Ⅱ 創造性： 複数の視点で物事をとらえて新しい技術を創造する基礎力を身に

つける。
Ⅲ 国際性： グローバルに活躍するための教養とコミュニケーション能力および

相互理解の精神を身につける。
※専攻科で育成しようとする技術者像は,「教育理念」および「専攻科学生の学習目標」

「“環境・生産システム工学”教育プログラム」の学習・教育到達目標（対象：本科第4学年～専攻科）
Ａ 教 養：地球的視点で自然や環境を考え、歴史、文化、社会などについて広い視野を身につける。
Ｂ 倫 理 と 責 任：技術者としての倫理観や責任感を身につける。
Ⓒ コミュニケーション：日本語で記述、発表、討論するプレゼンテーション能力と国際的な場でコミュニケーションをとるための語学力の基礎能力を身につける。
Ｄ 工 学 基 礎：数学、自然科学、情報技術および工学の基礎知識と応用力を身につける。
Ｅ 継 続 的 学 習：技術者としての自覚を持ち、自主的、継続的に学習できる能力を身につける。
Ｆ 専 門 の 実 践 技 術：ものづくりに関係する工学分野のうち、得意とする専門領域を持ち、その技術を実践できる能力を身につける。
Ｇ 複合領域の実践技術：他の専門領域も理解し、自身の専門領域と複合して考察し、境界領域の問題解決に適用できる応用技術を身につける。
Ｈ 社会と時代が求める技術：社会や時代が要求する技術を認識し、それらを応用してシステム化や製品化するデザイン能力、開発能力、とりまとめ能力を身につける。
Ｉ チ ー ム ワ ー ク：自身の専門領域の技術者とは勿論のこと、他領域の技術者ともチームを組み、計画的かつ円滑に仕事を遂行できる能力を身につける。

英語コミュニケーション能力の学年目標
第1学年：英検準2級 第2学年：英検準2級～2級 第3学年：英検2級 第4学年：TOEICスコア450 第5学年：TOEICスコア500
専攻科第1学年：TOEICスコア550 専攻科第2学年：TOEICスコア600（大手企業が大学卒業者に求めるTOEICスコアは、およそ600以上）

研究の目的・社会貢献の目的     
学術の進展に教育内容を即応させるため、必要な研究を行う。また、研究活動や地域への教育活動等を通して、地域・社会の発展に寄与する。 
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○平成31年3月15日付
事務職員・技術職員
【雇用期間の満了】
技術補佐員（菊田教授研究室） 野 中 響 己
○平成31年3月29日付
事務職員・技術職員
【雇用期間の満了】
技術補佐員（村本充教授研究室） 勝 目 教 恵
○平成31年3月31日付
教育職員
【定年退職】
創造工学科教授（総合自然科学系担当） 上 木 政 美
創造工学科教授（総合人文科学系担当） 沖 本 正 憲
創造工学科教授（情報科学・工学系担当） 吉 村 　 斎
創造工学科准教授（機械系担当） 野 口 　 勉
【辞職】
創造工学科准教授（都市・環境系担当） 所 　 哲 也
【雇用期間の満了】
創造工学科特任教授（都市・環境系担当）浦 島 三 朗
創造工学科特任教授（総合自然科学系担当）山 口 和 美
事務職員・技術職員
【定年退職】
技術教育支援センター技術長 照 井 文 哉
【辞職】
総務課長 井 上 義 彦

（北見工業大学総務課長）
総務課企画調査係長 富 塚 直 樹

（北海道大学総務企画部広報課係長（広報・渉外担当））
技術教育支援センター 菅 原 啓 太

【雇用期間の満了】
技術教育支援センター技術補佐員 佐 藤 厚 子
学生課教務係事務補佐員 三好なつみ
学生課学生係事務補佐員 渡 辺 郁 子
学生課寮務係事務補佐員（寮母） 坂 本 裕 美
事務補佐員（菊田教授研究室） 高 橋 　 薫
○平成31年4月1日付
教育職員
【採用】
創造工学科教授（機械系担当） 須 田 孝 徳
【昇任】
創造工学科教授（機械系担当） 二 橋 創 平
創造工学科教授（応用化学・生物系担当）甲 野 裕 之
【再雇用】

創造工学科特任教授（情報科学・工学系担当）吉 村 　 斎
創造工学科特任准教授（機械系担当） 野 口 　 勉
創造工学科嘱託教授（総合人文科学系担当）沖 本 正 憲
事務職員・技術職員
【採用】
総務課長 松 橋 和 哉

（北海道大学研究推進部産学連携課課長補佐）
学生課教務係 今井萌々香（新規採用）
学生課教務係事務補佐員 山 口 麻 美（新規採用）
学生課学生係事務補佐員 西入千登勢（新規採用）
学生課学生係事務補佐員 清野沙奈恵（新規採用）
学生課寮務係事務補佐員（寮母） 宮 澤 享 子（新規採用）
【昇任】
技術教育支援センター技術長 高 橋 正 一

（技術教育支援センター専門員）
技術教育支援センター専門員 川 上 光 博

（技術教育支援センター専門職員）
学生課学生係主任 三國谷理恵 （学生課学生係）

【再雇用】
技術教育支援センター嘱託職員 照 井 文 哉

【配置換】
函館工業高等専門学校事務部長 三 浦 哲 也（学生課長）
学生課長 相 内 征 也

（旭川工業高等専門学校総務課長）
学生課専門職員（キャリア支援・留学生担当）小 川 靖 之

（学生課専門職員（入試担当））

【併任】
総務課企画調査係長 佐 藤 忠 淳

（総務課課長補佐（総務担当））

【復帰】
総務課調達係主任 吉 田 洋 介

（室蘭工業大学調達課調達係主任）

【出向】
帯広畜産大学入試・教務課学務企画係主任 関 谷 俊 一

（学生課学生係主任）
室蘭工業大学調達課調達係主任 齊 藤 里 奈

（総務課調達係主任）

○平成31年4月15日付
事務職員・技術職員
【採用】
技術補佐員（菊田教授研究室） 高 橋 　 薫
○平成31年4月22日付
事務職員・技術職員
【採用】
技術補佐員（村本教授研究室） 清野沙奈恵
○令和元年5月7日付
事務職員・技術職員
【採用】
技術補佐員（高橋准教授研究室） 山 口 麻 美

人 事 異 動
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編集後記

平成31年度最初の高専通信では、昨年度末から新年度にかけての本校の動きをお届けします。

3月15日には198名の本科生と24名の専攻科生が巣立って行きました。

そして4月3日には199名の新1年生、3名の留学生、26名の専攻科生を新たに迎え校内に活気が漲っています。

今年の苫小牧の春は例年より早く樽前山の雪が解け、ゴールデンウィーク後にはクラブ活動で日焼けした学生が多く見られました。

本年度も高専通信により学校の様子を年3回に分けて皆様にお伝えします。

最新のニュースは本校のホームページに掲載しております。また、本校のFacebookでもカジュアルな情報も配信しております。

そちらもご覧になって頂ければ幸いです。

 総務主事　古崎　毅
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［高専通信に関するお問い合わせ先］

苫小牧工業高等専門学校　総務課総務係〒059-1275　苫小牧市字錦岡443
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